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このドキュメントの使用法

このサービスマニュアルは、Oracle の SPARC T3-4 サーバーの保守作業に関するト
レーニングを受けている経験豊富なシステムエンジニアを対象にしています。このマ
ニュアルには、サーバーコンポーネントのトラブルシューティング、修復、および
アップグレードに関する詳しい手順が記載されています。このマニュアルに記載され
ている情報を利用するには、高度なサーバー技術を扱った経験を持っている必要があ
ります。

■ xi ページの「関連マニュアル」

■ xii ページの「ドキュメント、サポート、およびトレーニング」

関連マニュアル
オンラインのドキュメントは、次の URL で参照できます。

(http://docs.sun.com/app/docs/prod/sparc.t3.4#hic)

表: SPARC T3-4 サーバーのドキュメント 

用途 タイトル 形式 地域

ご使用にあたって 『SPARC T3-4 サーバーご使用にあたって』 PDF オンライン

ご使用の手引き 『SPARC T3-4 サーバーご使用の手引き』 印刷物 システムと
ともに出荷

設置 『SPARC T3-4 サーバー設置マニュアル』 PDF
HTML

オンライン
xi
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ドキュメント、サポート、およびトレー
ニング
その他のリソースに関する情報は、次の Sun Web サイトで提供されています。

■ ドキュメント (http://www.sun.com/documentation)

■ サポート (http://www.sun.com/support)

■ トレーニング (http://www.sun.com/training)

管理 『SPARC T3 シリーズサーバー管理マニュアル』 PDF
HTML

オンライン

保守 『SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル』 PDF
HTML

オンライン

安全性 『SPARC T3-4 Server Safety and Compliance Guide』 PDF オンライン

表: Oracle Integrated Lights Out Manager 3.0 関連ドキュメント

用途 タイトル 地域

最新情報および問題 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 機能更新およびリ
リースノート』

オンライン

設置および構成 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 入門ガイド』 オンライン

概念情報 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 概念ガイド』 オンライン

ブラウザインタフェー
ス手順

『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Web Interface 手順
ガイド』

オンライン

CLI 手順 『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 CLI 手順ガイド』 オンライン

SNMP および IPMI の
手順

『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 3.0 Management 
Protocols Reference Guide SNMP, IPMI, WS-Man, CIM』

オンライン

表: SPARC T3-4 サーバーのドキュメント (続き)

用途 タイトル 形式 地域
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サーバーのコンポーネントの確認

次のトピックでは、フロントおよび背面パネルの機能、および主要なボードと内部の
システムケーブルを含む、SPARC T3-4 サーバーの主なコンポーネントについて説明
します。

■ 2 ページの「フロントコンポーネント」

■ 3 ページの「メインモジュールのコンポーネント」

■ 5 ページの「プロセッサモジュールのコンポーネント」

■ 6 ページの「背面コンポーネント」

■ 8 ページの「示した部品の内訳」
1



フロントコンポーネント

図:  フロントコンポーネント

関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブの保守」

■ 75 ページの「プロセッサモジュールの保守」

■ 68 ページの「メインモジュールのコンポーネントの操作」

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの保守」

■ 121 ページの「電源装置の保守」

図の説明 

1 ハードドライブ (8)

2 プロセッサモジュール (2)

3 メインモジュール

4 電源装置 (4)
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メインモジュールのコンポーネント
メインモジュール内のコンポーネントを次に示します。これらのコンポーネントの
操作を行うときは、サーバーの前面からメインモジュールを取り外します。

図:  メインモジュールのコンポーネント

図の説明 

1 ハードドライブ (8)

2 正面 I/O アセンブリおよびケーブル

3 RAID 拡張モジュール 1

4 内蔵 USB コネクタ (サポート対象外)

5 RAID 拡張モジュール 0

6 メインモジュールのマザーボード
サーバーのコンポーネントの確認 3



関連情報

■ 68 ページの「メインモジュールのコンポーネントの操作」

■ 111 ページの「ハードドライブの保守」

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリの保守」

■ 133 ページの「RAID 拡張モジュールの保守」

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの保守」

■ 171 ページの「システム構成 PROM の保守」

■ 143 ページの「システムバッテリの保守」

■ 137 ページの「サービスプロセッサの保守」

■ 181 ページの「ストレージバックプレーンの保守」

7 システム構成 PROM

8 システムバッテリ

9 サービスプロセッサ

10 ストレージバックプレーンおよびケーブル

図の説明 (続き)
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プロセッサモジュールのコンポーネント
プロセッサモジュール内のコンポーネントを次に示します。これらのコンポーネント
の操作を行うときは、サーバーの前面からプロセッサモジュールを取り外します。

図:  プロセッサモジュールのコンポーネント

関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュールの保守」

■ 89 ページの「DIMM の保守」

図の説明 

1 DIMM
サーバーのコンポーネントの確認 5



背面コンポーネント

図:  背面コンポーネント

次の図は、背面シャーシサブアセンブリ内で操作可能なコンポーネントを示したもの
です。これらのコンポーネントの操作を行うときは、その前にサーバーの背面からす
べてのコンポーネントを取り外します。

図の説明 

1 ファンモジュール (5)

2 AC 電源コネクタ (4)

3 背面 I/O モジュール

4 Express モジュールスロット (16)
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図:  背面シャーシサブアセンブリのコンポーネント

関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの保守」

■ 121 ページの「電源装置の保守」

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの保守」

■ 155 ページの「Express モジュールの保守」

■ 195 ページの「背面シャーシサブアセンブリの保守」

図の説明 

1 システムシャーシ

2 ミッドプレーン

3 背面シャーシサブアセンブリ
サーバーのコンポーネントの確認 7



示した部品の内訳

図:  示した部品の内訳

図の説明 

1 電源装置 (4)

2 ハードドライブ (8)、メインモジュール内

3 メインモジュール

4 正面 I/O アセンブリ、メインモジュール内

5 プロセッサモジュール

6 プロセッサモジュールのフィラーパネル

7 ファンモジュール (5)

8 Express モジュール (16)

9 背面 I/O モジュール
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関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュールの保守」

■ 89 ページの「DIMM の保守」

■ 111 ページの「ハードドライブの保守」

■ 121 ページの「電源装置の保守」

■ 133 ページの「RAID 拡張モジュールの保守」

■ 137 ページの「サービスプロセッサの保守」

■ 143 ページの「システムバッテリの保守」

■ 147 ページの「ファンモジュールの保守」

■ 155 ページの「Express モジュールの保守」

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの保守」

■ 171 ページの「システム構成 PROM の保守」

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリの保守」

■ 181 ページの「ストレージバックプレーンの保守」

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの保守」

■ 195 ページの「背面シャーシサブアセンブリの保守」

10 背面シャーシサブアセンブリ

11 ミッドプレーン、背面シャーシサブアセンブリの一部

12 SPARC T3-4 シャーシ

図の説明 (続き)
サーバーのコンポーネントの確認 9
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障害の検出と管理

これらのトピックでは、さまざまな診断ツールを使用してサーバーの状態を監視し、
サーバー内の障害をトラブルシューティングする方法について説明します。

■ 11 ページの「診断の概要」

■ 12 ページの「診断プロセス」

■ 16 ページの「診断 LED の解釈」

■ 21 ページの「障害の管理 (ILOM)」

■ 34 ページの「ログファイルとシステムメッセージの解釈」

■ 36 ページの「Oracle Solaris の予測的自己修復の使用」

■ 41 ページの「POST の実行」

■ 51 ページの「コンポーネントの管理 (ASR)」

■ 55 ページの「SunVTS のインストールの確認」

診断の概要
サーバーの監視および障害追跡には、次に示すさまざまな診断ツール、コマンド、およ
びインジケータを使用できます。

■ LED － サーバーの状態および一部の FRU の状態を、視覚的にすばやく通知します。

■ Integrated Lights Out Manager (ILOM) － ILOM ファームウェアがサービスプロ
セッサ上で実行されています。ILOM は、ハードウェアと OS の間のインタフェー
スを提供するだけでなく、サーバーの主要コンポーネントの健全性を追跡し、報告
します。ILOM は、POST および Oracle Solaris の予測的自己修復テクノロジと密
接に連携して、障害が発生したコンポーネントがある場合でも、システムの動作を
維持します。

■ 電源投入時自己診断 － POST は、システムリセット時にシステムコンポーネント
の診断を実行して、これらのコンポーネントの完全性を確認します。POST は構成
可能で、必要に応じて、ILOM と連携して障害の発生したコンポーネントをオフラ
インにします。
11



■ Oracle Solaris OS の予測的自己修復 (Predictive Self-Healing、PSH) － PSH テク
ノロジは、継続的に CPU、メモリー、およびほかのコンポーネントの健全性を監視
し、必要に応じて、ILOM と連携して障害の発生したコンポーネントをオフライン
にします。予測的自己修復技術によって、システムでコンポーネントの障害を正確
に予測し、多くの重大な問題を発生前に抑制できます。

■ ログファイルおよびコマンドインタフェース － 標準の Oracle Solaris OS ログファ
イルおよび調査コマンドを提供します。ログファイルおよび調査コマンドは、選択
したデバイスを使用してアクセスおよび表示できます。

■ SunVTS － システムの動作テストの実行、ハードウェアの検査の提供、および障害
が発生する可能性のあるコンポーネントの特定と、推奨する修復方法の提示を行う
アプリケーションです。

LED、ILOM、PSH、および多くのログファイルとコンソールメッセージが統合されて
います。たとえば、Oracle Solaris ソフトウェアで障害が検出された場合、ソフトウェ
アでは、その障害が表示、記録され、記録された ILOM に情報が渡されます。障害に
応じて 1 つ以上の LED が点灯することもあります。

12 ページの「診断プロセス」の診断フローチャートでは、サーバーの診断機能を使用
して、障害のある現場交換可能ユニット (Field-Replaceable Unit、FRU) を特定する
方法について説明します。使用する診断および使用する順番は、障害追跡の対象とな
る問題の性質によって異なります。このため、実行する処理としない処理がある場合
があります。

関連情報

■ 12 ページの「診断プロセス」

■ 16 ページの「診断 LED の解釈」

■ 21 ページの「障害の管理 (ILOM)」

■ 34 ページの「ログファイルとシステムメッセージの解釈」

■ 36 ページの「Oracle Solaris の予測的自己修復の使用」

■ 41 ページの「POST の実行」

■ 51 ページの「コンポーネントの管理 (ASR)」

■ 55 ページの「SunVTS のインストールの確認」

診断プロセス
次のフローチャートに、異なる診断ツール間の補完関係を図示し、デフォルトの使用
順序を示します。
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図:  診断フローチャート
障害の検出と管理 13



次の表に、フローチャートに示されたトラブルシューティング処理について簡単に説
明します。また、各診断処置についての追加情報を含むトピックへのリンクも示して
います。

表: 診断フローチャートの参照表 

フロー
チャート 診断処理 起こり得る結果 追加情報

1 サーバーの電源 OK 
LED および AC 供給 
LED を確認します。

電源 OK LED は、シャーシの正面および背面に
あります。

AC 供給 LED は、サーバーの背面の各電源装置
に付いています。

これらの LED が点灯していない場合は、電源装
置と、サーバーの電源接続を確認してください。

• 16 ページの「診断 LED 
の解釈」

2 ILOM の show 
faulty コマンドを実
行して障害の有無を
確認します。

show faulty コマンドでは、次のような障害が
表示されます。

• 環境障害

• PSH で検出された障害

• POST で検出された障害

障害のある FRU は、障害メッセージの FRU 名
によって識別されます。

• 33 ページの「保守関連の 
ILOM コマンド」

• 26 ページの「障害の有無
の確認 (show faulty コ
マンド)」

3 Oracle Solaris のログ
ファイルで、障害情
報を確認します。

Oracle Solaris のメッセージバッファおよびログ
ファイルではシステムイベントが記録され、障害
に関する情報が提供されます。

• システムメッセージが障害のあるデバイスを示
している場合は、その FRU を交換します。

• 診断については、SunVTS レポートを参照して
ください。(フローチャート項目 4)

• 34 ページの「ログファイ
ルとシステムメッセージ
の解釈」

4 SunVTS ソフトウェ
アを実行します。

SunVTS は、FRU の動作テストおよび診断の実行
に使用できるアプリケーションです。SunVTS を
実行するには、サーバーで Oracle Solaris OS を実
行します。

• SunVTS が障害のあるデバイスを報告した場合
は、その FRU を交換します。

• SunVTS が障害の発生したデバイスを報告しな
い場合、POST を実行します。(フローチャー
ト項目 5)

• 55 ページの「SunVTS の
インストールの確認」

5 POST を実行します。 POST は、サーバーコンポーネントの基本的なテ
ストを実行して、障害のある FRU を報告します。

• 41 ページの「POST の
実行」

• 42 ページの「POST の動
作に影響を与える ILOM 
プロパティー」
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6 障害が ILOM 障害管
理ソフトウェアによ
り検出されたかどう
かを確認します。

障害が環境障害または構成障害であるかを確認し
ます。

show faulty コマンドによって表示された障害
が温度障害または電圧障害を示している場合、そ
の障害は環境障害です。環境障害は、障害のある 
FRU (電源装置またはファン) や環境状態 (周囲温
度が高すぎる、サーバーの通気が十分でないなど) 
が原因で発生する可能性があります。環境状態を
修復すると、障害は自動的に解決されます。

障害が、ファンまたは電源装置に問題があるこ
とを示している場合は、FRU を交換できます。
サーバの障害 LED を使用して、障害のある FRU 
(ファンおよび電源装置) を特定することもでき
ます。

• 26 ページの「障害の有無
の確認 (show faulty コ
マンド)」

7 障害が PSH によって
検出されたものかど
うかを確認します。

表示された障害に uuid および sunw-msg-id プロ
パティーが含まれていた場合、その障害は PSH 
ソフトウェアによって検出されたものです。

障害が PSH によって検出された障害である場合
は、PSH ナレッジ記事の Web サイトで詳細情報を
参照してください。障害のナレッジ記事は、次の
リンクにあります。

(http://www.sun.com/msg/message-ID)

message-ID は、show faulty コマンドによって
表示された sunw-msg-id プロパティーの値です。

FRU を交換したら、PSH によって検出された障
害を解決する手順を実行します。

• 36 ページの「Oracle 
Solaris の予測的自己修
復の使用」

• 40 ページの「PSH で検
出された障害の解決」

8 障害が POST によって
検出されたものかどう
かを確認します。

POST は、サーバーコンポーネントの基本的なテ
ストを実行して、障害のある FRU を報告しま
す。POST が障害のある FRU を検出した場合
は、障害が記録され、可能な場合には FRU がオ
フラインになります。POST によって検出された 
FRU については、障害メッセージに次のテキス
トが表示されます。

Forced fail reason

POST の障害メッセージで、reason は障害を検出
した電源投入ルーチンの名前になります。

• 41 ページの「POST の
実行」

• 48 ページの「POST で検
出された障害の解決」

9 技術サポートに問い
合わせます。

ハードウェア障害の大部分は、サーバーの診断で
検出されます。まれに、それ以外にも問題の障害
追跡が必要な場合があります。問題の原因を特定
できない場合は、ご購入先にサポートについてお
問い合わせください。

表: 診断フローチャートの参照表 (続き)

フロー
チャート 診断処理 起こり得る結果 追加情報
障害の検出と管理 15
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関連情報

■ 11 ページの「診断の概要」

■ 16 ページの「診断 LED の解釈」

■ 21 ページの「障害の管理 (ILOM)」

■ 34 ページの「ログファイルとシステムメッセージの解釈」

■ 36 ページの「Oracle Solaris の予測的自己修復の使用」

■ 41 ページの「POST の実行」

■ 51 ページの「コンポーネントの管理 (ASR)」

■ 55 ページの「SunVTS のインストールの確認」

診断 LED の解釈
サーバーのコンポーネントで障害が発生しているかどうかを確認するには、次の診断 
LED を使用します。

表:  診断 LED の解釈

LED の種類 LED の場所 リンク

サーバーレベルの 
LED

サーバー上の前面およ
び背面

• 17 ページの「正面パネルのシステムコントロールおよび LED」

• 18 ページの「背面 I/O モジュールの LED」

コンポーネントレ
ベルの LED

各コンポーネント上 • 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

• 113 ページの「ハードドライブの LED」

• 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

• 149 ページの「ファンモジュール LED」

• 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」
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正面パネルのシステムコントロールおよび LED
システム状態は、正面パネルの 6 つの LED で示されます。次の図は、これらの LED を
示したものです。表内で次の図について説明します。

表:  正面パネルのシステムコントロールおよび LED 

番号 LED アイコン 説明

1 システムロ
ケータ LED お
よびボタン

(白色)

ロケータ LED が点灯になり、特定のシステムを識別できます。点灯の
場合、LED はすばやく点滅します。ロケータ LED を点灯にするには、
次の 2 種類の方法があります。

• ILOM コマンド set /SYS/LOCATE value=Fast_Blink の実行。

• ロケータボタンの押下。

2 システム保守
要求 LED
(オレンジ色)

保守が必要であることを示しています。POST および ILOM の 2 つの診
断ツールで、この状態の原因となった障害または故障を検出できます。

ILOM の show faulty コマンドは、このインジケータが点灯する原因
である障害に関する詳細を示します。

一部の障害状態では、保守要求 LED の点灯に加えて、個々のコンポー
ネントの障害 LED がオンになります。
障害の検出と管理 17



背面 I/O モジュールの LED
背面 I/O モジュールにはいくつかの LED があります。これには、システム状態の情
報を示すものと、NET ポートや QSFP ポートのリンクの情報を示すものがあります。
次の図は、これらの LED を示したものです。表内で次の図について説明します。

3 システム電源 
OK LED
(緑色)

次の状態を示します。

• 消灯 － システムは正常に動作していません。システムの電源が入っ
ていない可能性があります。サービスプロセッサは動作している場合
があります。

• 常時点灯 － システムの電源が入っており、正常な動作状態で動作し
ています。保守作業は必要ありません。

• 高速点滅 － システムは待機モードで動作していて、すぐに完全な機
能に戻れます。

• ゆっくり点滅 － 正常な状態ですが、遷移的な動作が行われていま
す。ゆっくりした点滅は、システムの診断が実行されているか、シス
テムが起動中であることを示している可能性があります。

4 システム電源
ボタン

埋め込み式の電源ボタンにより、システムのオンとオフを切り替えます。

• 1 度押して、システムをオンにします。

• 1 度押して、通常の方法でシステムをシャットダウンします。

• 4 秒間押し続けて、緊急シャットダウンを実行します。

5 システム温度
超過 LED
(オレンジ色)

次の動作温度に関する状態を示しています。

• 消灯 － 通常状態を示し、保守処置は必要としません。

• 常時点灯 － 温度に関する障害イベントが確認され、保守作業が必要
であることを示しています。

6 背面ファンモ
ジュール障害 
LED

(オレンジ色)

REAR 
FAN

ファンモジュールの次の動作状態を示しています。

• 消灯 － 通常状態を示し、保守処置は必要としません。

• 常時点灯 － ファンモジュールの障害イベントが確認され、少なくと
もファンモジュールの 1 つに保守処置が必要であることを示してい
ます。

7 背面 Express 
モジュール
障害 LED
(オレンジ色)

REAR 
EM

Express モジュールの次の動作状態を示しています。

• 消灯 － 通常状態を示し、保守処置は必要としません。

• 常時点灯 － 障害イベントが確認され、少なくとも Express モジュー
ルの 1 つに保守処置が必要であることを示しています。

表:  正面パネルのシステムコントロールおよび LED (続き)

番号 LED アイコン 説明
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表:  背面パネルのコントロールおよび LED 

番号 LED アイコン 説明

1 システムロケータ 
LED およびボタン

(白色)

ロケータ LED が点灯になり、特定のシステムを識別できます。
点灯の場合、LED はすばやく点滅します。ロケータ LED を点灯
にするには、次の 2 種類の方法があります。

• ILOM コマンド set /SYS/LOCATE value=Fast_Blink 
の実行。

• ロケータボタンの押下。

2 システム保守要求 
LED

(オレンジ色)

保守が必要であることを示しています。POST および ILOM の 
2 つの診断ツールで、この状態の原因となった障害または故障を
検出できます。

ILOM の show faulty コマンドは、このインジケータが点灯
する原因である障害に関する詳細を示します。

一部の障害状態では、保守要求 LED の点灯に加えて、個々の
コンポーネントの障害 LED がオンになります。

3 システム電源 OK 
LED

(緑色)

次の状態を示します。

• 消灯 － システムは正常に動作していません。システムの電
源が入っていない可能性があります。サービスプロセッサは
動作している場合があります。

• 常時点灯 － システムの電源が入っており、正常な動作状態
で動作しています。保守作業は必要ありません。

• 高速点滅 － システムは待機モードで動作していて、すぐに
完全な機能に戻れます。

• ゆっくり点滅 － 正常な状態ですが、遷移的な動作が行われ
ています。ゆっくりした点滅は、システムの診断が実行され
ているか、システムが起動中であることを示している可能性
があります。
障害の検出と管理 19



関連情報

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

4 サービスプロセッサ 
LED

SP 次の状態を示します。

• 消灯 － AC 電源が電源装置に接続されていない可能性があ
ります。

• 常時点灯 (緑色) － サービスプロセッサは正常に動作してい
ます。保守作業は必要ありません。

• 点滅 (緑色) － サービスプロセッサが ILOM ファームウェ
アを初期化しています。

• 常時点灯 (オレンジ色) － サービスプロセッサにエラーが
発生しました。保守作業が必要です。

5 システム温度超過 
LED

(オレンジ色)

次の動作温度に関する状態を示しています。

• 消灯 － 通常状態を示し、保守処置は必要としません。

• 常時点灯 － 温度に関する障害イベントが確認され、保守作
業が必要であることを示しています。

6 ネット管理リンク/
動作状態 (緑色)

次の状態を示します。

• 点灯または点滅 － リンクが確立されています。

• 消灯 － リンクが確立されていません。

7 ネット管理速度 
(緑色)

次の状態を示します。

• 点灯または点滅 － リンクは 100 Mbps 接続で動作しています。

• 消灯 － リンクは 10 Mbps 接続で動作しています。

8 NET リンク/動作
状態 (緑色)

次の状態を示します。

• 点滅 － リンクが確立されています。

• 消灯 － リンクが確立されていません。

9 NET 速度 (オレン
ジ色/緑色)

次の状態を示します。

• 緑色で点灯 － リンクがギガビット接続 (1000 Mbps) で動作
しています。

• オレンジ色で点灯 － リンクが 100 Mbps 接続で動作してい
ます。

• 消灯 － リンクが 10 Mbps 接続で動作しているか、リンクが
確立されていません。

10 QSFP リンク/動作
状態 (緑色)

次の状態を示します。

• 点滅 － リンクが確立されています。

• 消灯 － リンクが確立されていません。

表:  背面パネルのコントロールおよび LED (続き)

番号 LED アイコン 説明
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■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」

障害の管理 (ILOM)
これらの章では、サービスプロセッサのファームウェアである ILOM を使用して障害を
診断し、適切な修復方法を確認する手順について説明しています。

■ 21 ページの「ILOM トラブルシューティングの概要」

■ 23 ページの「サービスプロセッサ (ILOM) へのアクセス」

■ 25 ページの「FRU 情報の表示 (show コマンド)」

■ 26 ページの「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」

■ 27 ページの「障害の有無の確認 (fmadm faulty コマンド)」

■ 28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」

■ 30 ページの「障害管理コマンドの例」

■ 33 ページの「保守関連の ILOM コマンド」

関連情報

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

ILOM トラブルシューティングの概要

ILOM ファームウェアにより、POST などの診断をリモートで実行することができま
す。このファームウェアがない場合は、サーバーのシリアルポートに物理的に近接す
る必要があります。ハードウェア障害、ハードウェア警告、サーバまたは ILOM に関
連するその他のイベントの電子メール警告を送信するように ILOM を設定することも
できます。

サービスプロセッサは、サーバーの待機電力を使用して、サーバーとは独立して動作し
ます。このため、ILOM ファームウェアおよびソフトウェアは、サーバの OS がオフラ
インになったり、サーバの電源が切断されたりした場合でも、引き続き機能します。

ILOM、POST、および Oracle Solaris の PSH テクノロジで検出されたエラー状況は、
障害処理のために ILOM へ転送されます。
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図:  ILOM 障害管理プログラムを使用した障害報告

ILOM 障害管理プログラムは受信したエラーメッセージを評価して、報告されている
状態が警告または障害に分類されるかどうかを判定します。

■ 警告 － 報告されているエラー状況が障害のある FRU ではないと障害管理プログラ
ムにより判断された場合、エラーは警告として分類されます。

警告状態は、コンピュータルームの温度など、環境条件により発生することがよく
ありますが、これらは徐々に改善される可能性があります。また、警告状態は、間
違った種類の DIMM のインストールなど、設定エラーにより発生することもあり
ます。

警告の原因となる状態が解消した場合、障害管理プログラムにより変更が検出され、
その状態に関する警告の記録が停止します。

■ 障害 － 障害管理プログラムにより、特定の FRU に永続的なエラー状況があると判
定された場合、そのエラーは障害として分類されます。これにより保守要求 LED 
がオンになり、FRUID PROM が更新され、障害メッセージが記録されます。FRU 
に状態表示 LED がある場合は、その FRU 用の保守要求 LED も点灯になります。

障害状態であると特定された FRU は交換してください。

サービスプロセッサでは、FRU が交換されたことを自動的に検出できます。多くの場
合、このことはシステムが動作していない間に FRU が削除された場合でも当てはま
ります (たとえば、保守手順の実行中にシステムの電源ケーブルが抜けた場合)。この
機能によって、ILOM は特定の FRU の診断による障害が修復されたことを認識でき
ます。

注 – ILOM では、ハードドライブの交換については自動的に検出されません。

Oracle Solaris の PSH テクノロジでは、ハードドライブの障害は監視されません。そ
の結果、サービスプロセッサではハードドライブの障害が認識されず、シャーシまた
はハードドライブ自体のどちらの障害 LED も点灯しません。Oracle Solaris のメッ
セージファイルを使用してハードドライブの障害を参照してください。

ILOM に関する一般情報については、『Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM) 
3.0 概念ガイド』を参照してください。

このサーバーに固有の ILOM 機能については、『SPARC T3 シリーズサーバー管理マ
ニュアル』を参照してください。
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関連情報

■ 23 ページの「サービスプロセッサ (ILOM) へのアクセス」

■ 25 ページの「FRU 情報の表示 (show コマンド)」

■ 26 ページの「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」

■ 27 ページの「障害の有無の確認 (fmadm faulty コマンド)」

■ 28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」

▼ サービスプロセッサ (ILOM) へのアクセス

サービスプロセッサと相互に作用するには 2 種類の方法があります。

■ ILOM シェル (デフォルト) － コマンド行インタフェースから ILOM の機能と関数を
利用できます。

■ ILOM ブラウザインタフェース － ILOM ブラウザインタフェースは、シェルと同
じ機能と関数をサポートしていますが、ブラウザインタフェース上のウィンドウを
使用します。

注 – ほかに示されない限り、サービスプロセッサとの相互作用のすべての例は、ILOM 
シェルコマンドで表示されます。

注 – CLI には、fmadm、fmdump、fmstat などの Oracle Solaris の障害管理のコマン
ドに、Oracle ILOM シェル内からアクセスできる機能が含まれます。この機能は、
Oracle ILOM faultmgmt シェルと呼ばれています。Oracle Solaris の障害管理のコ
マンドについては、『SPARC T3 シリーズサーバー管理マニュアル』および Oracle 
Solaris のドキュメントを参照してください。

複数のサービスプロセッサアカウントに同時にログインし、個々の ILOM シェルコマン
ドを各アカウントで同時に実行できます。

1. 次のいずれかの方法を使用して、サービスプロセッサへの接続を確立します。

■ SER MGT － 端末デバイス (ASCII 端末または端末エミュレーションを備えた
ノートパソコンなど) をシリアル管理ポート (SER MGT) に接続します。

使用する端末デバイスを、9600 ボー、8 ビット、パリティなし、1ストップビッ
トおよびハンドシェーキングなしで設定し、ヌルモデム設定 (DTE 間の通信を可
能にするためのクロスオーバーされた信号の送受信) を使用します。サーバーに
同梱されたクロスオーバアダプタでは、ヌルモデム設定が提供されています。

■ NET MGT － このポートを Ethernet ネットワークに接続します。このポート
には IP アドレスが必要です。デフォルトでは、DHCP 用に設定されています
が、IP アドレスを割り当てることができます。
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2. 使用するインタフェースを決定します。

■ ILOM CLI － このサービスマニュアルにあるデフォルトの ILOM UI、ほとん
どのコマンドと例で、このユーザーインタフェースを使用しています。デフォ
ルトのログインアカウントは、root で、パスワードは changeme です。

■ ILOM Web インタフェース － NET MGT ポートを介してサービスプロセッ
サにアクセスし、ブラウザが存在する場合に使用されます。詳細については、
ILOM 3.0 のドキュメントを参照してください。このインタフェースは、この
サービスマニュアルでは参照されません。

3. ILOM にログインします。

デフォルトの ILOM ログインアカウントは、root で、パスワードは changeme 
です。

ILOM CLI へのログインの例を次に示します。

ILOM -> プロンプトは、ILOM CLI でサービスプロセッサへアクセスしているこ
と示します。

4. 必要な診断情報を表示する ILOM コマンドを実行します。

次の ILOM コマンドは、障害管理プログラムで共通して使用されています。

■ show コマンド － 個々の FRU に関する情報を表示します。

25 ページの「FRU 情報の表示 (show コマンド)」を参照してください。

■ show faulty コマンド － 環境の障害、POST および PSH で検出された障害を
表示します。

26 ページの「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」を参照してくだ
さい。

■ set コマンドの clear_fault_actio プロパティー － PSH で検出された障
害を手動で解決します。

28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」を参照して
ください。

注 – faultmgmt シェルの fmadm faulty を、show faulty の代替として使用でき
ます。27 ページの「障害の有無の確認 (fmadm faulty コマンド)」を参照してくだ
さい。

ssh root@xxx.xxx.xxx.xxx
Password:
Waiting for daemons to initialize...
Daemons ready
Oracle (R) Integrated Lights Out Manager
Version 3.0.12.1 r57146
Copyright (c) 2010, Oracle and/or its affiliates, Inc. All rights reserved.
Warning: The system appears to be in manufacturing test mode.
Warning: password is set to factory default.
->
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関連情報

■ 21 ページの「ILOM トラブルシューティングの概要」

■ 25 ページの「FRU 情報の表示 (show コマンド)」

■ 26 ページの「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」

■ 27 ページの「障害の有無の確認 (fmadm faulty コマンド)」

■ 28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」

▼ FRU 情報の表示 (show コマンド)
ILOM show コマンドを使用して、個々の FRU に関する情報を表示します。

● -> プロンプトで、show コマンドを入力します。

次の例では、show コマンドを実行して、DIMM に関する情報を表示します。

関連情報

■ 12 ページの「診断プロセス」

■ 28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」

-> show /SYS/PM0/CMP0/BOB0/CH0/D0

/SYS/PM0/CMP0/BOB0/CH0/D0
Targets:

PRSNT
T_AMB
SERVICE

Properties:
Type = DIMM
ipmi_name = BOB0/CH0/D0
component_state = Enabled
fru_name = 2048MB DDR3 SDRAM
fru_description = DDR3 DIMM 2048 Mbytes
fru_manufacturer = Samsung
fru_version = 0
fru_part_number = M393B5673FH0-CH9
fru_serial_number = 80CE01100506036C9D
fault_state = OK
clear_fault_action = (none)

Commands:
cd
set
show
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▼ 障害の有無の確認 (show faulty コマンド)
show faulty コマンドを使用して、システムにより診断された障害と警告に関する
情報を表示します。

このコマンドで表示される、異なる種類の障害に関する情報の例については、30 ページ
の「障害管理コマンドの例」を参照してください。

● -> プロンプトで、show faulty コマンドを入力します。

関連情報

■ 12 ページの「診断プロセス」

■ 28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」

-> show faulty
Target              | Property               | Value
--------------------+------------------------+-------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/PS0 
/SP/faultmgmt/0/    | class                  | fault.chassis.power.volt-fail 
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | sunw-msg-id            | SPT-8000-LC
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/ | uuid | 59654226-50d3-cdc6-9f09-e591f39792ca
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | 2010-08-11/14:54:23
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fru_part_number        | 3002235
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fru_serial_number      | 003136
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | product_serial_number  | BDL1024FDA
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | chassis_serial_number  | BDL1024FDA
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | detector               | /SYS/PS0/VOLT_FAULT
faults/0 |                        |
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▼ 障害の有無の確認 (fmadm faulty コマンド)
次に、show faulty の例で示したものと同じ電源装置障害に関して報告している 
fmadm faulty コマンドの例を示します。この 2 つの例は同じ UUID 値を示してい
ます。

fmadm faulty コマンドは、ILOM faultmgmt シェル内から呼び出されました。

注 – メッセージ ID 先頭の文字「SPT」は、障害が Oracle ILOM で検出されたことを
示します。

1. -> プロンプトで、faultmgmt シェルにアクセスします。

2. faultmgmtsp> プロンプトで、fmadm faulty コマンドを入力します。

関連情報

■ 12 ページの「診断プロセス」

■ 26 ページの「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」

■ 28 ページの「障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)」

-> start /SP/faultmgmt/shell
Are you sure you want to start /SP/faultmgmt/shell (y/n)? y

faultmgmtsp> fmadm faulty
------------------- ------------------------------------ ------------ -------
Time UUID msgid Severity
------------------- ------------------------------------ ------------ -------
2010-08-11/14:54:23 59654226-50d3-cdc6-9f09-e591f39792ca SPT-8000-LC Critical 

Fault class : fault.chassis.power.volt-fail 

Description : A Power Supply voltage level has exceeded acceptible limits.

Response    : The service required LED on the chassis and on the affected
Power Supply may be illuminated.

Impact      : Server will be powered down when there are insufficient
operational power supplies

Action      : The administrator should review the ILOM event log for
additional information pertaining to this diagnosis.  Please
refer to the Details section of the Knowledge Article for
additional information.

faultmgmtsp> exit
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▼ 障害の解決 (clear_fault_action プロパティー)
FRU の clear_fault_action プロパティーを set コマンドとともに使用し、ILOM 
で検出された障害をサービスプロセッサから手動で解決します。

Oracle ILOM が FRU の交換 を検出した場合、障害を自動的に解決するため、障害の
手動解決は必要ありません。PSH により診断された障害では、FRU の交換がシステ
ムにより検出された場合、または障害がホスト上で手動で解決された場合、その障害
はサービスプロセッサからも解決されます。その場合、手動による障害の解決は、通
常は必要ありません。

注 – PSH で検出された障害の場合、この手順により、サービスプロセッサの障害は
解決されますが、ホストの障害は解決されません。ホストで障害が解決しない場合
は、40 ページの「PSH で検出された障害の解決」で説明しているように、手動で解
決します。

● -> プロンプトで、set コマンドを clear_fault_action=True プロパティーと
ともに使用します。

この例は、電圧障害のために電源装置が 0 であることを示している fmadm faulty 
コマンドの抜粋で始まっています。障害状態が修正されると (新しい電源装置のイン
ストール後)、障害の状況は手動で解決されます。

注 – この例では、メッセージ ID 先頭の文字「SPT」は、障害が Oracle ILOM で検出
されたことを示しています。

[...]

faultmgmtsp> fmadm faulty
------------------- ------------------------------------ -------------- -------
Time                UUID                                 msgid          Severity
------------------- ------------------------------------ -------------- -------
2010-08-27/19:46:26 edc898a3-c875-6b86-851a-91a4ed8ad58e SPT-8000-MJ    Critical
Fault class : fault.chassis.power.fail 

FRU         : /SYS/PS0
 (Part Number: 300-2159-05)
 (Serial Number: 1908BAO-1020A90156)

Description : A Power Supply has failed and is not providing power to the 
 server.

[...]
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関連情報

■ 12 ページの「診断プロセス」

-> set /SYS/PS0 clear_fault_action=true
Are you sure you want to clear /SYS/PS0 (y/n)? y

-> show

/SYS/PS0
Targets:

VINOK
PWROK
CUR_FAULT
VOLT_FAULT
FAN_FAULT
TEMP_FAULT
V_IN
I_IN
V_OUT
I_OUT
INPUT_POWER
OUTPUT_POWER

Properties:
type = Power Supply
ipmi_name = PS0
fru_name = /SYS/PS0
fru_description = Powersupply
fru_manufacturer = Delta Electronics
fru_version = 03
fru_part_number = 3002235
fru_serial_number = 003136
fault_state = OK
clear_fault_action = (none)

Commands:
cd
set
show
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障害管理コマンドの例

障害が検出されていない場合、障害の出力は次のように表示されます。

その他の例は後続の節で示します。

電源装置障害の show faulty の例

次に、電源装置障害を報告している show faulty コマンドの例を示します。

注 – メッセージ ID 先頭の文字「SPT」は、障害が Oracle ILOM で検出されたことを
示します。

-> show faulty
Target              | Property               | Value
--------------------+------------------------+------------------

----------------------------------------------------------------

-> show faulty
Target              | Property               | Value
--------------------+------------------------+-------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/PS0 
/SP/faultmgmt/0/    | class                  | fault.chassis.power.volt-fail 
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | sunw-msg-id            | SPT-8000-LC
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | uuid                   | 59654226-50d3-cdc6-9f09-e591f39792ca
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | 2010-08-11/14:54:23
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fru_part_number        | 3002235
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fru_serial_number      | 003136
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | product_serial_number  | BDL1024FDA
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | chassis_serial_number  | BDL1024FDA
faults/0 |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | detector               | /SYS/PS0/VOLT_FAULT
faults/0 |                        |
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電源装置障害の fmadm faulty の例

次に、show faulty の例で示したものと同じ電源装置障害に関して報告している 
fmadm faulty コマンドの例を示します。この 2 つの例は同じ UUID 値を示してい
ます。

fmadm faulty コマンドは、ILOM faultmgmt シェル内から呼び出されました。

注 – メッセージ ID 先頭の文字「SPT」は、障害が Oracle ILOM で検出されたことを
示します。

-> start /SP/faultmgmt/shell
Are you sure you want to start /SP/faultmgmt/shell (y/n)? y

faultmgmtsp> fmadm faulty
------------------- ------------------------------------ -------------- -------
Time                UUID                                 msgid          Severity
------------------- ------------------------------------ -------------- -------
2010-08-27/19:46:26 edc898a3-c875-6b86-851a-91a4ed8ad58e SPT-8000-MJ    Critical
Fault class : fault.chassis.power.fail 

FRU         : /SYS/PS3
 (Part Number: 300-2159-05)
 (Serial Number: 1908BAO-1020A90156)

Description : A Power Supply has failed and is not providing power to the 
 server.

Response    : The service required LED on the chassis and on the affected
Power Supply may be illuminated.

Impact      : Server will be powered down when there are insufficient
operational power supplies

Action      : The administrator should review the ILOM event log for
additional information pertaining to this diagnosis.  Please
refer to the Details section of the Knowledge Article for
additional information.

faultmgmtsp> exit
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POST で検出された障害の show faulty の例

次に、POST で検出された障害を表示している show faulty コマンドの例を示しま
す。この種類の障害は、Forced fail reasonというメッセージによって特定されま
す。この場合 reason は、障害を検出した電源投入ルーチンの名前です。

PSH で検出された障害の show faulty の例

次に、PSH テクノロジで検出された障害を表示している show faulty コマンドの例を
示します。この種類の障害は、メッセージ ID 先頭の文字「SPT」の有無により特定され
ます。

-> show faulty
Target              | Property               | Value 
--------------------+------------------------+--------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/PM0/CMP0/B0B0/CH0/D0
/SP/faultmgmt/0     | timestamp              | Oct 12 16:40:56
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | Oct 12 16:40:56 
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | sp_detected_fault      | /SYS/PM0/CMP0/B0B0/CH0/D0 
faults/0            | | Forced fail(POST)

-> show faulty
Target              | Property               | Value 
--------------------+------------------------+--------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/PM0 
/SP/faultmgmt/0/    | class                  | fault.cpu.generic-sparc.strand
 faults/0           |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | sunw-msg-id            | SUN4V-8002-6E
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | uuid                   | 21a8b59e-89ff-692a-c4bc-f4c5cccc
faults/0            |                        | 7a8a 
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | 2010-08-13/15:48:33 
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | chassis_serial_number  | BDL1024FDA
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | product_serial_number  | BDL1024FDA
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fru_serial_number      | 1005LCB-1018B2009T
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fru_part_number        | 541-3857-07
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | mod-version            | 1.16
faults/0          |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | mod-name               | eft
32 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



関連情報

■ 51 ページの「コンポーネントの管理 (ASR)」

保守関連の ILOM コマンド

次の表は、保守に関連する作業を行う際によく使用される ILOM シェルコマンドをま
とめたものです。

faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | fault_diagnosis        | /HOST
faults/0          |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | severity               | Major
faults/0          |                        |

ILOM コマンド 説明

help [コマンド] すべての使用可能なコマンドの一覧を、構文およ
び説明とともに表示します。オプションとしてコ
マンド名を指定すると、そのコマンドのヘルプが
表示されます。

set /HOST send_break_action=
break

Oracle Solaris ソフトウェアがブートしたときの
モードに応じて、ホストサーバーを OS から kmdb 
または OpenBoot PROM (Stop-A と同等) のいず
れかに切り替えます。

set /SYS/component 
clear_fault_action=true

ホストで検出された障害を手動でクリアします。
UUID は、クリアする必要がある障害の一意の
障害 ID です。

start /HOST/console ホストシステムに接続します。

show /HOST/console/history システムのコンソールバッファーの内容を表示し
ます。

set /HOST/bootmode property=value

[property は state、config、script 
のいずれか]

ホストサーバーの OpenBoot PROM ファームウェ
アの起動方法を制御します。

stop /SYS; start /SYS poweroff のあとに poweron を実行します。

stop /SYS ホストサーバーの電源を切断します。

start /SYS ホストサーバーの電源を投入します。

reset /SYS ホストサーバーのハードウェアリセットを生成し
ます。

reset /SP サービスプロセッサを再起動します。
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関連情報

■ 51 ページの「コンポーネントの管理 (ASR)」

ログファイルとシステムメッセージの
解釈
サーバーで Oracle Solaris OS が動作している場合は、情報収集およびトラブルシュー
ティングに使用可能な Oracle Solaris OS のファイルおよびコマンドのコンポーネントを
すべて利用できます。

POST、または Oracle Solaris PSH 機能で障害の発生元が示されなかった場合は、メッ
セージバッファおよびログファイルに障害が通知されていないかを確認してください。
通常、ハードディスクドライブの障害は Oracle Solaris メッセージファイルに取り込ま
れます。

dmesg コマンドを使用して、最新のシステムメッセージを参照してください。システ
ムメッセージのログファイルを参照するには、/var/adm/messages ファイルの内容を
参照してください。

■ 35 ページの「メッセージバッファの確認」

■ 35 ページの「システムメッセージのログファイルの表示」

set /SYS keyswitch_state=value
normal | standby | diag | 
locked

仮想キースイッチを設定します。

set /SYS/LOCATE value=value
[Fast_blink | Off]

サーバーのロケータ LED の点灯と消灯を切り替え
ます。

show faulty 現在のシステム障害を表示します。26 ページの
「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」を
参照してください。

show /SYS keyswitch_state 仮想キースイッチの状態を表示します。

show /SYS/LOCATE ロケータ LED の現在の状態が点灯または消灯のど
ちらであるかを表示します。

show /SP/logs/event/list RAM または永続バッファー内のサービスプロ
セッサイベントバッファーに記録されているすべ
てのイベントの履歴を表示します。

show /HOST ホストシステムの動作状態に関する情報、システ
ムのシリアル番号、およびハードウェアがサービ
スを提供しているかどうかを表示します。

ILOM コマンド 説明
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関連情報

■ 41 ページの「POST の実行」

■ 36 ページの「Oracle Solaris の予測的自己修復の使用」

▼ メッセージバッファの確認

dmesg コマンドでは、システムバッファ内の最近の診断メッセージの有無を確認し、
それらを表示します。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力します。

関連情報

■ 35 ページの「システムメッセージのログファイルの表示」

▼ システムメッセージのログファイルの表示

エラーロギングデーモンの syslogd は、システムのさまざまな警告、エラー、およ
び障害をメッセージファイルに自動的に記録します。これらのメッセージによって、
障害が発生しそうなデバイスなどのシステムの問題をユーザーに警告することができ
ます。

/var/adm ディレクトリには、複数のメッセージファイルがあります。最新のメッ
セージは、/var/adm/messages ファイルに記録されています。一定期間で (通常週
に 1 回)、新しい messages ファイルが自動的に作成されます。messages ファイルの
元の内容は、messages.1 という名前のファイルに移動されます。一定期間後、その
メッセージは messages.2、messages.3 に順に移動され、その後は削除されます。

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. 次のように入力します。

3. ログに記録されたすべてのメッセージを参照する場合は、次のコマンドを入力し
ます。

# dmesg

# more /var/adm/messages

# more /var/adm/messages*
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関連情報

■ 35 ページの「メッセージバッファの確認」

Oracle Solaris の予測的自己修復の使用
次のトピックでは、Oracle Solaris 予測自己修復機能について説明します。

■ 36 ページの「PSH の概要」

■ 37 ページの「PSH で検出された障害の例」

■ 38 ページの「PSH で検出された障害の有無の確認」

■ 40 ページの「PSH で検出された障害の解決」

PSH の概要

Oracle Solaris の予測的自己修復テクノロジを使用すると、サーバーは、Oracle Solaris 
OS の動作中に問題を診断し、操作に悪影響を与える前に多くの問題を抑制できます。

Oracle Solaris OS では、障害管理デーモン fmd(1M) が使用されます。このデーモン
は、ブート時に開始され、バックグラウンドで動作してシステムを監視します。コン
ポーネントでエラーが生成される場合、デーモンはそのエラーを前のエラーのデータ
やその他の関連情報と相互に関連付けて、問題を診断します。診断後、障害管理デー
モンは UUID を該当エラーに割り当てます。この値により、いずれの一連のシステム
においても、このエラーが識別されます。

可能な場合、障害管理デーモンは障害のあるコンポーネントを自己修復し、そのコン
ポーネントをオフラインにする手順を開始します。また、このデーモンは障害を 
syslogd デーモンに記録して、MSGID を付けて障害を通知します。このメッセージ 
ID を使用すると、ナレッジ記事データべースからその問題に関する詳細情報を入手で
きます。

PSH テクノロジは、次のサーバーコンポーネントを対象にしています。

■ CPU

■ メモリー

■ I/O サブシステム

PSH コンソールメッセージは、検出された各障害について次の情報を提供します。

■ 種類

■ 重要度

■ 説明
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■ 自動応答 

■ 影響

■ システム管理者に推奨される処理

PSH 機能により障害のあるコンポーネントが検出された場合、fmadm faulty コマン
ドを使用して、障害に関する情報を表示します。または、Oracle ILOM コマンドの 
show faulty を同じ目的で使用できます。

関連情報

■ 37 ページの「PSH で検出された障害の例」

■ 38 ページの「PSH で検出された障害の有無の確認」

■ 40 ページの「PSH で検出された障害の解決」

PSH で検出された障害の例

PSH で障害が検出されると、次の例に示すような Oracle Solaris コンソールメッセー
ジが表示されます。

注 – PSH で診断された障害については、保守要求 LED も点灯します。

関連情報

■ 36 ページの「PSH の概要」

■ 38 ページの「PSH で検出された障害の有無の確認」

■ 40 ページの「PSH で検出された障害の解決」

SUNW-MSG-ID: SUN4V-8000-DX, TYPE: Fault, VER: 1, SEVERITY: Minor
EVENT-TIME: Wed Jun 17 10:09:46 EDT 2009
PLATFORM: SUNW,system_name, CSN: -, HOSTNAME: server48-37
SOURCE: cpumem-diagnosis, REV: 1.5
EVENT-ID: f92e9fbe-735e-c218-cf87-9e1720a28004
DESC: The number of errors associated with this memory module has
exceeded acceptable levels.  Refer to
http://sun.com/msg/SUN4V-8000-DX for more information.
AUTO-RESPONSE: Pages of memory associated with this memory module
are being removed from service as errors are reported.
IMPACT: Total system memory capacity will be reduced
as pages are retired.
REC-ACTION: Schedule a repair procedure to replace the affected
memory module.  Use fmdump -v -u <EVENT_ID> to identify the module.
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▼ PSH で検出された障害の有無の確認

fmadm faulty コマンドを使用すると、Oracle Solaris PSH 機能により検出された障害
のリストが表示されます。このコマンドは、ホストから、または Oracle ILOM fmadm 
シェルを介して実行できます。

または、Oracle ILOM コマンドの show を実行して、障害情報を表示できます。

1. fmadm faulty を使用して、イベントログを確認します。

この例では、障害が表示され、次の詳細が示されています。

■ 障害の日付と時刻 (2010-08-27/19:46:26)
■ 汎用一意識別子 (UUID)。UUID は障害ごとに一意です (edc898a3-c875-

6b86-851a-91a4ed8ad58e)。
■ メッセージ識別子。これは、追加の障害情報を取得するために使用できます 

(SPT-8000-MJ)。
■ 障害のある FRU。この例にある情報には、FRU のパート番号 (Part Number: 

300-2159-05) と、FRU のシリアル番号 (Serial Number: 1908BAO-
1020A90156)) が含まれています。FRU フィールドには、FRU の名前が表示
されます (この例では、電源装置 3 の /SYS/PS3)。

-> start /SP/faultmgmt/shell
Are you sure you want to start /SP/faultmgmt/shell (y/n)? y

faultmgmtsp> fmadm faulty
------------------- ------------------------------------ -------------- -------
Time                UUID                                 msgid          Severity
------------------- ------------------------------------ -------------- -------
2010-08-27/19:46:26 edc898a3-c875-6b86-851a-91a4ed8ad58e SPT-8000-MJ    Critical
Fault class : fault.chassis.power.fail 

FRU         : /SYS/PS3
 (Part Number: 300-2159-05)
 (Serial Number: 1908BAO-1020A90156)

Description : A Power Supply has failed and is not providing power to the 
 server.

Response    : The service required LED on the chassis and on the affected
Power Supply may be illuminated.

Impact      : Server will be powered down when there are insufficient
operational power supplies

Action      : The administrator should review the ILOM event log for
additional information pertaining to this diagnosis.  Please
refer to the Details section of the Knowledge Article for
additional information.
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2. メッセージ ID を使用して、この種類の障害に関する詳細情報を取得します。

a. コンソールの出力から、または ILOM の show faulty コマンドからメッセー
ジ ID を取得します。

b. 予測的自己修復ナレッジ記事の Web サイト (http://www.sun.com/msg) 
の最下部に、メッセージ ID を入力します現在の例では、ブラウザのアドレス
ウィンドウに次の ID を入力します。

(http://www.sun.com/msg/SPT-8000-MJ)

次の例に、メッセージ ID SPT-8000-MJ、および修正処置の情報を示します。

3. 推奨される処理に従って、障害を修復します。

関連情報

■ 40 ページの「PSH で検出された障害の解決」

■ 37 ページの「PSH で検出された障害の例」

Power Supply general failure

Type
Fault 

Severity
Critical 

Description
A Power Supply has failed and is not providing power to the server.

Automated Response
The service required LED on the chassis and on the affected Power
Supply may be illuminated.

Impact
 Server will be powered down when there are insufficient operational
power supplies.
Suggested Action for System Administrator

The administrator should review the ILOM event log for additional
information pertaining to this diagnosis.  Please refer to the Details
section of the Knowledge Article for additional information.

Details
The administrator should review the ILOM event log for additional
information pertaining to this diagnosis.  Please refer to the Details
section of the Knowledge Article for additional information.
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▼ PSH で検出された障害の解決

Oracle Solaris の予測的自己修復機能によって障害が検出されると、その障害は記録
され、コンソールに表示されます。ほとんどの場合、障害を修復すると、修正された
状態がシステムによって検出され、障害状態は自動的に修復されます。ただし、この
修復は検証する必要があります。障害状態が自動的に解決されない場合には、障害を
手動で解決してください。

1. 障害のある FRU を交換したあとで、サーバーの電源を入れます。

2. ホストプロンプトで、fmadm faulty コマンドを使用して、交換された FRU が
障害状態を継続して示しているかどうかを判定します。

■ 障害が報告されない場合は、これ以上の処理を行う必要はありません。以降の
手順は実行しないでください。

■ 障害が報告されている場合、手順 3 に進みます。

# fmadm faulty
TIME            EVENT-ID                              MSG-ID         SEVERITY
Aug 13 11:48:33 21a8b59e-89ff-692a-c4bc-f4c5cccca8c8  SUN4V-8002-6E  Major 

Platform    : sun4v     Chassis_id  :
Product_sn  :

Fault class : fault.cpu.generic-sparc.strand
Affects     : cpu:///cpuid=21/serial=000000000000000000000

faulted and taken out of service
FRU         : "/SYS/PM0"
(hc://:product-id=sun4v:product-sn=BDL1024FDA:server-id=
s4v-t5160a-bur02:chassis-id=BDL1024FDA:serial=1005LCB-1019B100A2:part=
511127809:revision=05/chassis=0/motherboard=0)

faulty

Description : The number of correctable errors associated with this strand has
exceeded acceptable levels.
Refer to http://sun.com/msg/SUN4V-8002-6E for more information.

Response    : The fault manager will attempt to remove the affected strand
from service.

Impact      : System performance may be affected.

Action      : Schedule a repair procedure to replace the affected resource, the
identity of which can be determined using ’fmadm faulty’.
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3. すべての永続的な障害記録から障害を解決します。

場合によっては、障害を解決しても一部の永続的な障害情報が残り、起動時に
誤った障害メッセージが表示されることがあります。このようなメッセージが
表示しないことを確認するには、次の Oracle Solaris コマンドを実行します。

手順 2 に示されている例の UUID の場合、次のコマンドを入力します。

4. FRU の clear_fault_action プロパティーを使用して、障害を解決します。

関連情報

■ 36 ページの「PSH の概要」

■ 37 ページの「PSH で検出された障害の例」

POST の実行
これらのトピックでは、診断ツールとしての POST の使用方法にういて説明します。

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 45 ページの「POST の構成」

■ 46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」

■ 47 ページの「POST 障害メッセージの解釈」

■ 48 ページの「POST で検出された障害の解決」

■ 49 ページの「POST 出力のリファレンス」

# fmadm repair UUID

# fmadm repair 21a8b59e-89ff-692a-c4bc-f4c5cccc

-> set /SYS/PM0 clear_fault_action=True
Are you sure you want to clear /SYS/PM0 (y/n)? y
set ’clear_fault_action’ to ’true
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POST の概要 
電源投入時自己診断は、サーバーの電源投入時またはリセット時に実行される PROM 
ベースの一連のテストです。POST では、サーバーの重大なハードウェアコンポーネン
ト (CMP、メモリー、および I/O サブシステム) の基本的な完全性を確認します。

また、システムレベルのハードウェア診断ツールとして、POST を実行することもで
きます。これを行うには、Oracle ILOM の set コマンドを使用して、パラメータの 
keyswitch_state に diag を設定します。

その他の Oracle ILOM プロパティーを設定して、POST 処理のその他のさまざまな面を
制御することもできます。たとえば、POST を実行するイベント、POST 実行のテスト
のレベル、および診断情報 POST 表示の量を指定できます。これらのプロパティーは、
42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」に一覧表示され、説
明されます。

POST により障害のあるコンポーネントが検出された場合、コンポーネントは自動的
に無効になります。無効になったコンポーネントがない状態でシステムが動作可能な
場合、POST でテストが完了するとシステムがブートします。たとえば、POST によ
り障害のあるプロセッサコアが検出された場合、コアは無効になり、POST でテスト
処理が完了するとシステムがブートし、残りのコアを使用して動作します。

関連情報

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」

■ 47 ページの「POST 障害メッセージの解釈」

■ 48 ページの「POST で検出された障害の解決」

POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー

次の表に、POST の処理の実行方法を判定する ILOM プロパティーについて説明して
います。

注 – 個々の POST パラメータが変更される場合、keyswitch_state の値を通常に
します。
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表:  POST 処理の管理に使用される ILOM プロパティー

パラメータ 値 説明

/SYS keyswitch_state normal システムの電源を入れ、その他のパラメータの設定に基
づいて POST を実行することができます。このパラメー
タはその他のすべてのコマンドよりも優先されます。

diag あらかじめ決定された設定に基づいて POST が実行され
ます。

standby システムの電源を投入できません。

locked システムの電源を入れ、POST を実行することはできま
すが、フラッシュ更新は行われません。

/HOST/diag mode off POST は実行されません。

normal diag level 値に基づいて、POST が実行されます。

service diag level および diag verbosity の事前設定値を
使用して、POST が実行されます。

/HOST/diag level max diag mode = normal の場合は、最小限のすべてのテ
ストと、拡張プロセッサおよびメモリーのテストが実行
されます。

min diag mode = normal の場合は、最小限のテストセッ
トが実行されます。

/HOST/diag trigger none リセット時に POST は実行されません。

hw-change (デフォルト) 上部カバーが取り除かれている場合、AC 
電源の再投入に続けて POST を実行します。

power-on-reset 最初の電源投入時にのみ、POST が実行されます。

error-reset (デフォルト) 致命的エラーが検出された場合に、POST 
が実行されます。

all-reset どのリセット後にも POST が実行されます。

/HOST/diag verbosity normal POST 出力に、すべてのテストおよび情報メッセージが
表示されます。

min POST 出力に、機能テストのほか、バナーおよびピンホ
イールが表示されます。

max POST 出力に、すべてのテスト、情報メッセージ、およ
び一部のデバッグメッセージが表示されます。

debug

none POST 出力は表示されません。
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次のフローチャートは、同じ一連の ILOM set コマンド変数のグラフィック図です。

図:  POST 処理の管理に使用される ILOM プロパティーのフローチャート
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▼ POST の構成

1. ILOM の -> プロンプトにアクセスします。

23 ページの「サービスプロセッサ (ILOM) へのアクセス」を参照してください。

2. 仮想キースイッチを、実行する POST 設定に対応する値に設定します。

次の例では、仮想キースイッチを標準に設定しています。この設定では、POST は
その他のパラメータの値に従って実行します。

keyswitch_state パラメータの取り得る値については、42 ページの「POST の
動作に影響を与える ILOM プロパティー」を参照してください。

3. 仮想キースイッチが normal に設定され、mode、level、verbosity、または 
trigger を定義する場合、個々のパラメータを設定します。

構文を次に示します。

set /HOST/diag property=value

パラメータおよび値のリストについては、42 ページの「POST の動作に影響を与
える ILOM プロパティー」を参照してください。

次に例を示します。

4. 現在の設定値を確認するには、show コマンドを使用します。

例:

-> set /SYS keyswitch_state=normal
Set ‘keyswitch_state' to ‘Normal'

-> set /HOST/diag mode=normal
-> set /HOST/diag verbosity=max

-> show /HOST/diag
 
/HOST/diag
    Targets:
 
    Properties:
        level = min
        mode = normal
        trigger = power-on-reset error-reset
        verbosity = normal
 
    Commands:
        cd
        set
        show
-> 
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関連情報

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」

■ 47 ページの「POST 障害メッセージの解釈」

■ 48 ページの「POST で検出された障害の解決」

▼ 最大レベルのテストによる POST の実行

この手順では、サーバーを設定して最大レベルの POST を実行する方法について説明
します。

1. ILOM -> プロンプトにアクセスします。

23 ページの「サービスプロセッサ (ILOM) へのアクセス」を参照してください。

2. POST が保守モードで実行されるように、仮想キースイッチを diag に設定します。

3. システムをリセットして、POST を実行します。

リセットを開始するには、いくつかの方法があります。次の例に、ホストの電源を
再投入するコマンドを実行することによるリセットを示します。

注 – サーバーの電源の切断には、およそ 1 分かかります。show/HOST コマンドを
使用して、ホストの電源がいつ切断されたかを確認します。コンソールに status=
Powered Off と表示されます。

4. システムコンソールに切り替えて、POST 出力を表示します。

-> set /SYS keyswitch_state=diag
Set ‘keyswitch_state' to ‘Diag'

-> stop /SYS
Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y
Stopping /SYS
-> start /SYS
Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y
Starting /SYS

-> start /HOST/console
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5. POST エラーメッセージを受信した場合、トピック 47 ページの「POST 障害メッ
セージの解釈」に示されているガイドラインに従います。

関連情報

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 45 ページの「POST の構成」

■ 47 ページの「POST 障害メッセージの解釈」

■ 48 ページの「POST で検出された障害の解決」

▼ POST 障害メッセージの解釈

1. POST を実行します。

46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」を参照してください。

2. 次の構文の記述および例に類似したメッセージの出力と監視を表示します。

■ POST のエラーメッセージでは、次の構文が使用されます。

n:c:s > ERROR: TEST = failing-test

n:c:s  > H/W under test = FRU

n:c:s  > Repair Instructions: Replace items in order listed by 
H/W under test above

n:c:s > MSG = test-error-message

n:c:s > END_ERROR

この構文では、n = ノード番号、c = コア番号、s = ストランド番号です。

■ 警告メッセージおよび情報メッセージでは、次の構文が使用されます。

INFO または WARNING: message

3. 障害に関する詳細情報を取得するには、show faulty コマンドを実行します。

26 ページの「障害の有無の確認 (show faulty コマンド)」を参照してください。

関連情報

■ 48 ページの「POST で検出された障害の解決」

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 45 ページの「POST の構成」

■ 46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」
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▼ POST で検出された障害の解決

障害が自動的に解しないと思われる場合に、この手順を使用します。この手順では、
POST で検出された障害を特定し、必要に応じて、その障害を手動で解決する方法に
ついて説明します。

多くの場合、POST により障害のあるコンポーネントが検出されると、POST はその
障害を記録し、障害のあるコンポーネントを ASR ブラックリストに登録することで
そのコンポーネントを自動的に使用不可にします (51 ページの「コンポーネントの管
理 (ASR)」を参照)。

通常、障害のあるコンポーネントが交換された場合、サービスプロセッサのリセット時
か電源の再投入時にこの交換が検出され、障害はシステムから自動的に削除されます。

1. 障害のある FRU を交換したあとに、ILOM プロンプトで show faulty コマンドを
使用して、POST で検出された障害を確認します。

POST で検出された障害は、テキスト Forced fail によって、ほかの種類の障害
と区別されます。UUID 番号は報告されません。例:

2. show faulty の出力に基づいて次のいずれかの処置を行います。

■ 障害が報告されない場合 － システムが障害が解決されたため、障害を手動で
解決する必要はありません。以降の手順は実行しないでください。

■ 障害が報告された場合 － この手続きの次の手順に進みます。

3. コンポーネントの component_state プロパティーを使用して障害を解決し、コン
ポーネントを ASR ブラックリストから削除します。

手順 1 で障害として報告された FRU 名を使用します。例:

障害が解決され、show faulty コマンドを実行しても障害は表示されないはずで
す。また、システム障害 (保守要求) LED が点灯しなくなります。

-> show faulty
Target                | Property               | Value 
----------------------+------------------------+----------------------------- 
/SP/faultmgmt/0       | fru                    | /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0
/SP/faultmgmt/0       | timestamp              | Dec 21 16:40:56
/SP/faultmgmt/0/      | timestamp              | Dec 21 16:40:56
faults/0              |                        | 
/SP/faultmgmt/0/      | sp_detected_fault      | /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0
faults/0              |                        | Forced fail(POST)

-> set /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0 component_state=Enabled
48 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



4. サーバーをリセットします。

component_state プロパティーを有効にするには、サーバーを再起動してくだ
さい。

5. ILOM プロンプトで、show faulty コマンドを使用して、障害が報告されないこ
とを確認します。

例:

関連情報

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 45 ページの「POST の構成」

■ 46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」

POST 出力のリファレンス

POST のエラーメッセージでは、次の構文が使用されます。

この構文では、n = ノード番号、c = コア番号、s = ストランド番号です。

警告メッセージでは、次の構文が使用されます。

情報メッセージでは、次の構文が使用されます。

-> show faulty
Target              | Property               | Value
--------------------+------------------------+------------------
->

n:c:s > ERROR: TEST = failing-test
n:c:s > H/W under test = FRU
n:c:s > Repair Instructions: Replace items in order listed by H/W 
under test above
n:c:s > MSG = test-error-message
n:c:s > END_ERROR

WARNING: message

INFO: message
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次の例では、DIMM の場所である /SYS/PM0/CMP0/B0B0/CH0/D0 および /SYS/
PM0/CMP0/B0B1/CH0/D0 に影響を及ぼす修正不能なメモリーエラーを POST が報
告します。このエラーは、ノード 0、コア 7、ストランド 2 に対して実行された POST 
で検出されました。

2010-07-03 18:44:13.359 0:7:2>Decode of Disrupting Error Status Reg
(DESR HW Corrected)  bits 00300000.00000000
2010-07-03 18:44:13.517 0:7:2>        1    DESR_SOCSRE:     SOC
(non-local) sw_recoverable_error.
2010-07-03 18:44:13.638 0:7:2>        1    DESR_SOCHCCE:     SOC
(non-local) hw_corrected_and_cleared_error.
2010-07-03 18:44:13.773 0:7:2>
2010-07-03 18:44:13.836 0:7:2>Decode of NCU Error Status Reg bits
00000000.22000000
2010-07-03 18:44:13.958 0:7:2>        1    NESR_MCU1SRE:     MCU1 issued
a Software Recoverable Error Request
2010-07-03 18:44:14.095 0:7:2>        1    NESR_MCU1HCCE:     MCU1
issued a Hardware Corrected-and-Cleared Error Request
2010-07-03 18:44:14.248 0:7:2>
2010-07-03 18:44:14.296 0:7:2>Decode of Mem Error Status Reg Branch 1
bits 33044000.00000000
2010-07-03 18:44:14.427 0:7:2>        1      MEU 61     R/W1C Set to 1
on an UE if VEU = 1, or VEF = 1, or higher priority error in same cycle.
2010-07-03 18:44:14.614 0:7:2>        1      MEC 60     R/W1C Set to 1
on a CE if VEC = 1, or VEU = 1, or VEF = 1, or another error in same cycle.
2010-07-03 18:44:14.804 0:7:2>        1      VEU 57     R/W1C Set to 1 
on an UE, if VEF = 0 and no fatal error is detected in same cycle.
2010-07-03 18:44:14.983 0:7:2>        1      VEC 56     R/W1C Set to 1
on a CE, if VEF = VEU = 0 and no fatal or UE is detected in same cycle.
2010-07-03 18:44:15.169 0:7:2>        1      DAU 50     R/W1C Set to 1
if the error was a DRAM access UE.
2010-07-03 18:44:15.304 0:7:2>        1      DAC 46     R/W1C Set to 1
if the error was a DRAM access CE.
2010-07-03 18:44:15.440 0:7:2>
2010-07-03 18:44:15.486 0:7:2>        DRAM Error Address Reg for Branch
1 = 00000034.8647d2e0
2010-07-03 18:44:15.614 0:7:2>            Physical Address is
00000005.d21bc0c0
2010-07-03 18:44:15.715 0:7:2>        DRAM Error Location Reg for Branch
1 = 00000000.00000800
2010-07-03 18:44:15.842 0:7:2>        DRAM Error Syndrome Reg for Branch
1 = dd1676ac.8c18c045
2010-07-03 18:44:15.967 0:7:2>        DRAM Error Retry Reg for Branch 1
= 00000000.00000004
2010-07-03 18:44:16.086 0:7:2>        DRAM Error RetrySyndrome 1 Reg for
Branch 1 = a8a5f81e.f6411b5a
2010-07-03 18:44:16.218 0:7:2>        DRAM Error Retry Syndrome 2 Reg
for Branch 1 = a8a5f81e.f6411b5a
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関連情報

■ 42 ページの「POST の動作に影響を与える ILOM プロパティー」

■ 46 ページの「最大レベルのテストによる POST の実行」

■ 48 ページの「POST で検出された障害の解決」

コンポーネントの管理 (ASR)
次のトピックでは、自動システム回復機能によって果たされる役割と、この機能が制御
するコンポーネントを管理する方法について説明します。

■ 51 ページの「ASR の概要」

■ 52 ページの「システムコンポーネントの表示」

■ 53 ページの「システムコンポーネントの無効化」

■ 54 ページの「システムコンポーネントの有効化」

ASR の概要

ASR 機能を使用すると、障害のあるコンポーネントが交換されるまで、サーバーは自
動的にそのコンポーネントを使用不可として構成することができます。サーバーでは、
ASR 機能によって次のコンポーネントが管理されています。

■ CPU ストランド

■ メモリー DIMM

■ I/O サブシステム

2010-07-03 18:44:16.351 0:7:2>        DRAM Failover Location 0 for
Branch 1 = 00000000.00000000
2010-07-03 18:44:16.475 0:7:2>        DRAM Failover Location 1 for
Branch 1 = 00000000.00000000
2010-07-03 18:44:16.604 0:7:2>
2010-07-03 18:44:16.648 0:7:2>ERROR: POST terminated prematurely. Not
all system components tested.
2010-07-03 18:44:16.786 0:7:2>POST: Return to VBSC
2010-07-03 18:44:16.795 0:7:2>ERROR:
2010-07-03 18:44:16.839 0:7:2>    POST toplevel status has the following
failures:
2010-07-03 18:44:16.952 0:7:2>    Node 0 -------------------------------
2010-07-03 18:44:17.051 0:7:2>        /SYS/PM0/CMP0/BOB0/CH1/D0 (J1001)
2010-07-03 18:44:17.145 0:7:2>        /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH1/D0 (J3001)
2010-07-03 18:44:17.241 0:7:2>END_ERROR
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使用不可のコンポーネントのリストを含むデータベースは、ASR ブラックリスト 
(asr-db) と呼ばれます。

ほとんどの場合、障害のあるコンポーネントは自動的に POST により使用不可なりま
す。障害の原因を修復したら (FRU の交換、緩んだコネクタの固定などを行なったら)、
ASR ブラックリストからそのコンポーネントの削除が必要になる場合があります。

次の ASR コマンドを使用すると、ASR ブラックリストから、コンポーネント 
(asrkeys) を表示でき、追加または削除できます。これらのコマンドは、ILOM -> 
プロンプトから実行します。

注 – asrkeys は、存在するコアおよびメモリーの数に応じて、システムごとに異な
ります。show components コマンドを使用して、指定したシステムの asrkeys を
確認してください。

コンポーネントを有効または無効にしたあと、コンポーネントの状態の変更が有効に
なるようにシステムをリセット (または電源を再投入) してください。

関連情報

■ 52 ページの「システムコンポーネントの表示」

■ 53 ページの「システムコンポーネントの無効化」

■ 54 ページの「システムコンポーネントの有効化」

▼ システムコンポーネントの表示

show components コマンドを実行すると、システムコンポーネント (asrkeys) と
その状態が表示されます。

● -> プロンプトで、show components と入力します。

コマンド 説明

show components システムコンポーネントとそれらの現在の状態を表示
します。

set asrkey component_state=
Enabled

asr-db ブラックリストからコンポーネントを削除し
ます。asrkey は、使用可能にするコンポーネントです。

set asrkey component_state=
Disabled

asr-db ブラックリストにコンポーネントを追加し
ます。asrkey は、使用不可にするコンポーネントです。
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次の例では、PCI-EM3 が使用不可として示されています。

関連情報

■ 35 ページの「システムメッセージのログファイルの表示」

■ 53 ページの「システムコンポーネントの無効化」

■ 54 ページの「システムコンポーネントの有効化」

▼ システムコンポーネントの無効化

component_state プロパティーを Disabled に設定して、コンポーネントを無効
にします。これにより、コンポーネントは ASR ブラックリストに追加されます。

1. -> プロンプトで、component_state プロパティーを Disabled に設定します。

2. サーバーをリセットして ASR コマンドを有効にします。

-> show components
Target              | Property               | Value 
--------------------+------------------------+-------------------------------
/SYS/MB/REM0/     | component_state        | Enabled
SASHBA0  |                        |
/SYS/MB/REM1/     | component_state        | Enabled
SASHBA1 |                        |
/SYS/MB/VIDEO | component_state        | Enabled
/SYS/MB/PCI- | component_state        | Enabled
SWITCH0 |                        |
<...>
/SYS/PCI-EM0 | component_state | Enabled
/SYS/PCI-EM1 | component_state        | Enabled
/SYS/PCI-EM2 | component_state | Enabled
/SYS/PCI-EM3 | component_state        | Disabled
/SYS/PCI-EM4  | component_state        | Enabled
/SYS/PCI-EM5 | component_state        | Enabled
/SYS/PCI-EM6 | component_state        | Enabled
<...> 

-> set /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0 component_state=Disabled

-> stop /SYS
Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y
Stopping /SYS
-> start /SYS
Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y
Starting /SYS
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注 – ILOM シェルでは、システムの電源が実際にいつ切断されるかは通知されません。
電源の切断には、およそ 1 分かかります。show /HOST コマンドを使用して、ホストの
電源が切断されているかどうかを確認します。

関連情報

■ 35 ページの「システムメッセージのログファイルの表示」

■ 52 ページの「システムコンポーネントの表示」

■ 54 ページの「システムコンポーネントの有効化」

▼ システムコンポーネントの有効化

component_state プロパティーを使用可能に設定して、コンポーネントを有効にし
ます。これにより、コンポーネントは ASR ブラックリストから削除されます。

1. -> プロンプトで、component_state プロパティーを Enabled に設定します。

2. サーバーをリセットして ASR コマンドを有効にします。

注 – ILOM シェルでは、システムの電源が実際にいつ切断されるかは通知されません。
電源の切断には、およそ 1 分かかります。show /HOST コマンドを使用して、ホストの
電源が切断されているかどうかを確認します。

関連情報

■ 35 ページの「システムメッセージのログファイルの表示」

■ 52 ページの「システムコンポーネントの表示」

■ 53 ページの「システムコンポーネントの無効化」

-> set /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0 component_state=Enabled

-> stop /SYS
Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y
Stopping /SYS
-> start /SYS
Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y
Starting /SYS
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SunVTS のインストールの確認
SunVTS は、このサーバーをテストするために使用する検証テストスイートです。こ
こでは、その概要と、SunVTS ソフトウェアがインストールされているかどうかを確
認する方法について説明します。包括的な SunVTS の情報については、SunVTS 6.1 
および SunVTS 7.0 のドキュメントを参照してください。

■ 55 ページの「SunVTS の概要」

■ 56 ページの「SunVTS のインストールの確認」

SunVTS の概要

SunVTS は、このサーバーをテストするために使用する検証テストスイートです。
SunVTS ソフトウェアには、このサーバー用の、ほとんどのハードウェアコントロー
ラとデバイスの接続性と機能を検証する、複数の診断ハードウェアテストが用意され
ています。SunVTS ソフトウェアで用意されているこれらのテストのカテゴリは次の
とおりです。

■ オーディオ

■ 通信 (直列および並列)

■ グラフィックおよびビデオ

■ メモリー

■ ネットワーク

■ 周辺装置 (ハードドライブ、CD-DVD デバイス、およびプリンタ)

■ プロセッサ

■ 記憶装置

開発、生産、受入検査、トラブルシューティング、定期保守、およびシステムまたはサ
ブシステムの応力付加の間、SunVTS ソフトウェアを使用してシステムを検証します。

ブラウザ UI、端末 UI、またはコマンド UI から SunVTS ソフトウェアを実行できます。

オンラインとオフラインのテストでは、さまざまなモードでテストを実行できます。

SunVTS ソフトウェアでは、セキュリティ機構も用意しています。

SunVTS ソフトウェアは、サーバーにプレインストールされている Oracle Solaris OS 
に含まれていますが、インストールされていない可能性もあります。

関連情報

■ SunVTS ドキュメント

■ 55 ページの「SunVTS のインストールの確認」
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▼ SunVTS のインストールの確認

1. スーパーユーザーとしてログインします。

2. pkginfo コマンドを使用して、SunVTS パッケージが存在するかどうかを確認し
ます。

■ パッケージに関する情報が表示された場合、SunVTS ソフトウェアはインス
トールされています。

■ ERROR: information for package was not found というメッセージを受
信した場合は、SunVTS ソフトウェアはインストールされていません。ソフト
ウェアを使用する前にインストールしてください。SunVTS ソフトウェアは、
次の場所から取得できます。

■ Oracle Solaris OS メディアキット (DVD)

■ Web からダウンロード

関連情報

■ SunVTS ドキュメント

# pkginfo -l SUNvts SUNWvtsr SUNWvtsts SUNWvtsmn
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保守の準備

次のトピックでは、保守のために SPARC T3-4 サーバーを準備する方法について説明
します。

■ 57 ページの「安全に関する情報」

■ 59 ページの「保守に必要なツール」

■ 59 ページの「シャーシのシリアル番号を検索する」

■ 61 ページの「サーバーを検出する」

■ 61 ページの「コンポーネント交換カテゴリを理解する」

■ 65 ページの「システムから電源を切断する」

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」

安全に関する情報
システムを設置する際は、次のことに注意してください。 

■ 装置上およびシステムに同梱のマニュアルに記載されているすべての注意事項およ
び指示に従ってください。 

■ 装置上および『SPARC T3-4 Server Safety and Compliance Guide』に記載されて
いるすべての注意事項および指示に従ってください。

■ 使用している電源の電圧や周波数が、装置の電気定格表示と一致していることを確
認してください。 

■ この節で説明する静電放電に対する安全対策に従ってください。 
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安全に関する記号 
このマニュアルで使用される記号とその意味は、次のとおりです。 

注意 – 事故や装置が故障する危険性があります。事故および装置の故障を防ぐため、
指示に従ってください。 

注意 – 表面は高温です。触れないでください。火傷をする可能性があります。 

注意 – 高電圧です。感電や怪我を防ぐため、説明に従ってください。 

静電放電に関する測定

Express モジュール、ハードドライブ、DIMM など、静電放電に弱いデバイスを扱う
ときは、特別な対策が必要です。

注意 – 回路基板およびハードドライブには、静電気に非常に弱い電子部品が組み込ま
れています。衣服または作業環境で発生する通常量の静電気によって、これらのボー
ド上にある部品が損傷を受けることがあります。部品のコネクタエッジには触れない
でください。

注意 – シャーシ内のコンポーネントの保守作業を行う際、事前にすべての電源を切断
しておく必要があります。 

静電気防止用リストストラップの使用

ハードドライブ構成部品、回路基板、Express モジュールなどのコンポーネントを取
り扱う場合は、静電気防止用リストストラップを着用し、静電気防止用マットを使用
してください。サーバーコンポーネントの保守または取り外しを行う場合は、静電気
防止用ストラップを手首に着用し、シャーシの金属部分に取り付けます。これによっ
て、作業者とサーバーの間の電位が等しくなります。
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静電気防止用マット

マザーボード、メモリー、その他の PCB など、ESD に弱いコンポーネントは静電気
防止用マットの上に置いてください。 

関連情報

■ 65 ページの「システムから電源を切断する」

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」

保守に必要なツール
次のツールは、ほとんどの保守作業で必要になります。 

■ 静電気防止用リストストラップ 

■ 静電気防止用マット

■ ねじ回し (Phillips の 1 番)

■ ねじ回し (Phillips の 2 番)

■ 1 番のマイナスのねじ回し (バッテリの取り外し)

関連情報

■ 61 ページの「コンポーネント交換カテゴリを理解する」

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」

▼ シャーシのシリアル番号を検索する
システムに技術サポートが必要な場合は、サーバーのシャーシのシリアル番号を求め
られます。シャーシのシリアル番号は、サーバーの前面に貼ってあるステッカーと
サーバーの側面に貼ってある別のステッカーに記載されています。 

いずれのステッカーも読みにくい場合は、ILOM の show /SYS コマンドを実行して
シャーシのシリアル番号を取得します。
保守の準備 59



● ILOM プロンプトで、show /SYS と入力します。

関連情報

■ 61 ページの「サーバーを検出する」

-> show /SYS

/SYS
Targets:

MB
MB_ENV
RIO
PM0
PM1
FM0

...
Properties:

type = Host System
ipmi_name = /SYS
keyswitch_state = Normal
product_name = T3-4
product_part_number = 602-1234-01
product_serial_number = 0723BBC006
fault_state = OK
clear_fault_action = (none)
power_state = On

Commands:
cd
reset
set
show
start
stop
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▼ サーバーを検出する
ロケータ LED を使用して、サーバーの正確な位置を検出できます。この手順は、ある
特定のサーバーを他の多くのサーバーから特定するとき役に立ちます。 

1. ILOM コマンド行で、次のように入力します。 

白色のロケータ LED (フロントパネルと背面パネル上) が点滅します。

2. 点滅するロケータ LED を頼りにサーバーを特定した後、ロケータ LED を消灯さ
せるには、ロケータボタンを押します。

注 – あるいは、ILOM の set /SYS/LOCATE value=off コマンドを実行して、ロケー
タ LED を消灯します。

関連情報

■ 59 ページの「シャーシのシリアル番号を検索する」

コンポーネント交換カテゴリを理解する
■ 62 ページの「FRU の参照」

■ 63 ページの「ホットサービス (お客様による交換)」

■ 64 ページの「コールドサービス (お客様による交換)」

■ 64 ページの「コールドサービス (承認保守要員による交換)」

-> set /SYS/LOCATE value=Fast_Blink
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FRU の参照

次の表に、現場で交換可能なサーバーコンポーネントを示します。

関連情報

■ 65 ページの「システムから電源を切断する」

■ 201 ページの「サーバーの再稼働」

表:  現場交換可能ユニットのリスト

説明 数量 FRU 名 取り外しおよび交換手順

プロセッサモジュール 1 または 2 /SYS/PMn 75 ページの「プロセッサモジュー
ルの保守」

DIMM 16 または 32 /SYS/PMn/CMPn/BOBn/CHn/Dn 89 ページの「DIMM の保守」

ハードドライブ 1 - 8 /SYS/MB/HDDn 111 ページの「ハードドライブの
保守」

電源装置 4 /SYS/PSn 121 ページの「電源装置の保守」

RAID 拡張モジュール 2 /SYS/MB/REMn 133 ページの「RAID 拡張モ
ジュールの保守」

サービスプロセッサ 1 /SYS/MB/SP 137 ページの「サービスプロセッ
サの保守」

システムバッテリ 1 /SYS/MB/BAT 143 ページの「システムバッテリ
の保守」

ファンモジュール 5 /SYS/FMn 147 ページの「ファンモジュール
の保守」

Express モジュール 0 - 16 /SYS/PCI-EMn 155 ページの「Express モジュール
の保守」

背面 I/O モジュール 1 /SYS/RIO 163 ページの「背面 I/O モジュー
ルの保守」

システム構成 PROM 1 /SYS/MB/SCC 171 ページの「システム構成 
PROM の保守」

正面 I/O アセンブリ 1 /SYS/MB/FIO 175 ページの「正面 I/O アセンブ
リの保守」

ストレージバックプ
レーン

2 /SYS/MB/SASBPn 181 ページの「ストレージバック
プレーンの保守」

メインモジュールのマ
ザーボード

1 /SYS/MB 189 ページの「メインモジュール
のマザーボードの保守」

背面シャーシサブア
センブリ

1 該当なし 195 ページの「背面シャーシサブ
アセンブリの保守」
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ホットサービス (お客様による交換)
次のコンポーネントは、サーバーに通電中に交換できます。これらのコンポーネント
は、お客様によって交換ができます。

サーバーが起動中もホットサービス手順を実施できますが、通常、交換手順の最初の
ステップでサーバーをスタンバイモードにするようにしてください。これを行うに
は、フロントパネルにある電源ボタンを押してすぐに放します。スタンバイモードに
ついては、67 ページの「サーバーの電源を切る (電源ボタン － 正常な停止)」の電源 
OK LED および電源ボタンの説明を参照してください。

関連情報

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」

ホットサービスコンポーネント (システムが電力を保持できる) メモ

プロセッサモジュール サーバー内でプロセッサモジュールが 
2 つ稼働している場合に限り、一方の
プロセッサモジュール (プロセッサモ
ジュールスロット 1 のモジュール) を
ホットサービスコンポーネントとして
交換できます

ハードドライブ ドライブはオフラインにしてください

ハードドライブフィラーパネル 適度な内部通気の維持に必要です

電源装置 電源装置を 3 つ以上使用している場合

ファンモジュール ファンモジュールが 4 つ以上動作して
いる場合

Express モジュール
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コールドサービス (お客様による交換)
次のコンポーネントを交換するときは、サーバーの電源を切る必要があります。これ
らのコンポーネントは、お客様によって交換ができます。

サーバーを停止する手順については、65 ページの「サーバーの電源を切る (サービス
プロセッサコマンド)」を参照してください。

関連情報

■ 65 ページの「システムから電源を切断する」

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」

コールドサービス (承認保守要員による交換)
次のコンポーネントの交換は、承認保守要員が行う必要があります。これらの交換手
順は、サーバーが停止し電源ケーブルが取り外された場合のみ実施できます。

コールドサービス (システム停止および電源ケーブルの取り外し) メモ

プロセッサモジュール サーバーでプロセッサモジュールが 
1 つだけ稼働している場合、そのプ
ロセッサモジュールはコールドサー
ビスコンポーネントになります

DIMM

メインモジュール

システムバッテリ

RAID 拡張モジュール

サービスプロセッサ

背面 I/O モジュール

承認保守要員専用 － コールドサービス (システム停止および電源
ケーブルの接続を解除)

メモ

システム構成 PROM

正面 I/O アセンブリ

ストレージバックプレーン

メインモジュールのマザーボード システム構成 PROM を新しいマ
ザーボードに移します

背面シャーシサブアセンブリ
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サーバーを停止する手順については、65 ページの「サーバーの電源を切る (サービス
プロセッサコマンド)」を参照してください。

関連情報

■ 65 ページの「システムから電源を切断する」

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」

システムから電源を切断する
これらのトピックでは、シャーシから電源を切断するさまざまな方法について説明し
ます。

■ 65 ページの「サーバーの電源を切る (サービスプロセッサコマンド)」

■ 67 ページの「サーバーの電源を切る (電源ボタン － 正常な停止)」

■ 67 ページの「サーバーの電源を切る (緊急停止)」

▼ サーバーの電源を切る (サービスプロセッサコ
マンド)
サービスプロセッサを使用してサーバーの正常な停止を実行できます。この種類の
停止を行うと、確実にすべてのデータが保存され、サーバーを再起動する準備が整
います。

注 – サーバーの電源切断に関する追加情報は、『SPARC T3 シリーズサーバー管理マ
ニュアル』に記載されています。

1. スーパーユーザーまたは同等の権限でログインします。

問題の種類に応じて、サーバーの状態またはログファイルの確認が必要になる場
合があります。また、サーバーをシャットダウンする前に、診断の実行もが必要
になる場合があります。 

2. 関係するユーザーにサーバーのシャットダウンを通知します。

追加情報については、Oracle Solaris システムの管理ドキュメントを参照してくだ
さい。 
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3. 開いているファイルをすべて保存し、動作しているプログラムをすべて終了します。

この処理に関する詳細情報については、使用しているアプリケーションのドキュ
メントを参照してください。 

4. 論理ドメインをすべて停止します。

追加情報については、Oracle Solaris システムの管理ドキュメントを参照してくだ
さい。

5. Oracle Solaris OS をシャットダウンします。

追加情報については、Oracle Solaris システムの管理ドキュメントを参照してくだ
さい。

6. #. (ハッシュとピリオド) のキー操作を入力して、システムコンソールから -> プ
ロンプトに切り替えます。

7. -> プロンプトで、stop /SYS コマンドを入力します。

注 – サーバーの正面にある電源ボタンを使用して、サーバーの正常な停止を開始するこ
ともできます。67 ページの「サーバーの電源を切る (電源ボタン － 正常な停止)」を
参照してください。このボタンは、サーバーの電源が誤って切断されないように、埋め
込まれています。

8. サーバーからすべての電源コードを取り外します。

注意 – システムには 3.3 v のスタンバイ電源が常に供給されているため、コールド
サービス可能なコンポーネントを取り扱う前に電源コードを外す必要があります。

関連情報

■ 67 ページの「サーバーの電源を切る (電源ボタン － 正常な停止)」

■ 67 ページの「サーバーの電源を切る (緊急停止)」
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▼ サーバーの電源を切る (電源ボタン － 正常な停止)
この手順で、サーバーを電源スタンバイモードにします。このモードでは、電源 OK 
LED がすばやく点滅します。

1. 埋め込み式の電源ボタンを押して離します。

2. サーバーからすべての電源コードを取り外します。

注意 – システムには 3.3 v のスタンバイ電源が常に供給されているため、コールド
サービス可能なコンポーネントを取り扱う前に電源コードを外す必要があります。

関連情報

■ 65 ページの「サーバーの電源を切る (サービスプロセッサコマンド)」

■ 67 ページの「サーバーの電源を切る (緊急停止)」

▼ サーバーの電源を切る (緊急停止)

注意 – すべてのアプリケーションおよびファイルは、変更が保存されずに突然終了し
ます。ファイルシステムが破損する可能性があります。

1. 電源ボタンを 4 秒間押し続けます。

2. サーバーからすべての電源コードを取り外します。

注意 – システムには 3.3 v のスタンバイ電源が常に供給されているため、コールド
サービス可能なコンポーネントを取り扱う前に電源コードを外す必要があります。

関連情報

■ 65 ページの「サーバーの電源を切る (サービスプロセッサコマンド)」

■ 67 ページの「サーバーの電源を切る (電源ボタン － 正常な停止)」
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内部コンポーネントを使用する
■ 68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」

■ 68 ページの「メインモジュールのコンポーネントの操作」

■ 74 ページの「フィラーパネル」

▼ ESD による損傷を防ぐ

シャーシ内部に組み込まれたコンポーネントの多くは、静電放電で損傷することがあ
ります。コンポーネントを損傷から保護するために、シャーシを開けて保守を行う前
に次の手順を実行してください。

1. 取り外し、取り付け、または交換作業中に部品を置いておくための、静電気防止
面を準備します。

プリント回路基板など、ESD に弱い部品は静電気防止用マットの上に置いてくだ
さい。次のものを静電気防止用マットとして使用できます。 

■ 交換部品の梱包に使用されている静電気防止袋 

■ ESD マット

■ 使い捨て ESD マット (一部の交換部品またはオプションのシステムコンポー
ネントに同梱)

2. 静電気防止用リストストラップを着用します。

サーバーコンポーネントの保守または取り外しを行う場合は、静電気防止用スト
ラップを手首に着用し、シャーシの金属部分に取り付けます。 

関連情報

■ 57 ページの「安全に関する情報」

メインモジュールのコンポーネントの操作

ここでは、メインモジュール内の次の顧客交換可能コンポーネントや現場交換可能コン
ポーネントを操作するために、メインモジュールを取り外す方法について説明します。
また、それらの内部コンポーネントを交換したあとに、メインモジュールをサーバーに
取り付ける方法についても説明します。

■ RAID 拡張モジュール

■ サービスプロセッサ

■ システムバッテリ

■ システム構成 PROM
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■ 正面 I/O アセンブリ

■ ストレージバックプレーン

メインモジュールのマザーボードを交換する手順については、189 ページの「メイン
モジュールのマザーボードの保守」を参照してください。

■ 69 ページの「メインモジュールを取り外す」

■ 72 ページの「メインモジュールを取り付ける」

▼ メインモジュールを取り外す

1. サーバーを停止します。

65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してください。

2. サーバーのメインモジュールを探します。

2 ページの「フロントコンポーネント」を参照してください。

3. 2 つの引き抜きレバーのリリースラッチを両側から同時に押し、引き抜きレバーを
引いてサーバーからメインモジュールを外します。
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4. メインモジュールをサーバーから途中まで引き出します。

5. 両方のレバーをメインモジュールの中心の方向に押して合わせます。

これにより、サーバーからメインモジュールを取り外すときにレバーが損傷する
のを防ぐことができます。

6. メインモジュールからカバーを取り外します。

a. カバー上部の緑色のボタンを押しながら、メインモジュールからカバーを外し
ます。
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b. ボタンを押したまま、カバーをメインモジュールの背面の方向に押しながら持
ち上げ、メインモジュールから取り外します。

7. メインモジュール内のコンポーネントの保守作業を行います。

メインモジュール内で操作可能なコンポーネントは次のとおりです。

■ 133 ページの「RAID 拡張モジュールの保守」

■ 137 ページの「サービスプロセッサの保守」

■ 143 ページの「システムバッテリの保守」

■ 171 ページの「システム構成 PROM の保守」

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリの保守」

■ 181 ページの「ストレージバックプレーンの保守」

関連情報

■ 72 ページの「メインモジュールを取り付ける」
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▼ メインモジュールを取り付ける

1. メインモジュールにカバーを載せ、カチッと音がしてラッチが固定されるまでカ
バーを前方にスライドさせます。

2. サーバーのスロットにメインモジュールを挿入します。

3. 両方のレバーをモジュールの中心の方向に押して合わせ、レバーをモジュールに
しっかりと押し込んでモジュールをサーバーに完全に固定します。

モジュールがサーバーに完全に固定されると、カチッと音がしてレバーが固定さ
れます。
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4. サーバーに電源を入れます。

201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してください。

関連情報

■ 69 ページの「メインモジュールを取り外す」
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フィラーパネル

各サーバーには、プロセッサモジュール、ディスクドライブ、DIMM、および Express 
モジュール用のモジュール交換フィラーパネルが標準で装備されています。フィラー
パネルとは、なんらかの機能を備えたハードウェアやケーブルコネクタが収容されて
いない、金属製またはプラスチック製の空の格納装置のことです。 

フィラーパネルは出荷時に取り付けられています。モジュールを購入した場合、フィ
ラーパネルを取り外してモジュールを取り付けます。それまでの間は、フィラーパネ
ルを取り付けたままにしておく必要があります。これは、サーバー内で適切な通気を
確保するためです。フィラーパネルを取り外し、モジュールスロットを空のままにし
た状態でサーバーを作動させ続けると、通気が十分に確保されず、過熱するおそれが
あります。各サーバーコンポーネントに対するフィラーパネルを取り外す手順および
取り付ける手順については、このマニュアルの、そのコンポーネントの保守作業に関
する項を参照してください。

関連情報

■ 68 ページの「内部コンポーネントを使用する」
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プロセッサモジュールの保守

次のトピックでは、サーバーのプロセッサモジュールの保守手順について説明します。

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 77 ページの「障害のあるプロセッサモジュールの交換」

■ 85 ページの「新しいプロセッサモジュールを取り付ける」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

プロセッサモジュール構成の参照情報
ここでは、サーバーのプロセッサモジュールの場所を示します。サーバーにプロセッ
サモジュールを 1 つだけ取り付ける場合は、小さい番号のプロセッサモジュールス
ロット (スロット 0) に 1 つのプロセッサモジュールを取り付け、大きい番号のプロ
セッサモジュールスロット (スロット 1) にはフィラーパネルを取り付けます。

図:  プロセッサモジュール構成の参照情報

図の説明

1 プロセッサモジュール 1 またはフィラーパネル 2 プロセッサモジュール 0
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関連情報

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

プロセッサモジュールの LED

番号 LED アイコン 説明

1 取り外し可能 (青色) ホットプラグ処理でプロセッサモ
ジュールを取り外すことができる
ことを示します。

2 保守要求 (オレンジ色) プロセッサモジュールが障害状態であ
ることを示します。
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関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

障害のあるプロセッサモジュールの交換

注 – ここでは、障害が発生したプロセッサモジュールの交換方法について説明します。
システムのプロセッサモジュールを増設して、プロセッサモジュールを 1 つから 2 つに
増やす手順については、85 ページの「新しいプロセッサモジュールを取り付ける」を
参照してください。

次のトピックでは、障害のあるプロセッサモジュールを交換する手順を、ホットス
ワップ可能なコンポーネントとコールドスワップ可能なコンポーネントの両方につい
て説明します。

■ 78 ページの「プロセッサモジュールの交換のガイドライン」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

3 OK (緑色) プロセッサモジュールを使用できるか
どうかを示します。

• 点灯 － サーバーが稼働しており、
プロセッサモジュールの電源が入っ
ている状態です。

• 消灯 － サーバーの電源が切れてお
り、プロセッサモジュールはスタン
バイモードの状態です。サーバーの
電源が入っている場合は、プロセッ
サモジュールの電源が切れているこ
とを示します (この場合、青色の取
り外し可能 LED が点灯します)。

番号 LED アイコン 説明
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プロセッサモジュールの交換のガイドライン

プロセッサモジュールは、サーバーに取り付けられている稼働中のプロセッサモ
ジュールの数、および障害のあるプロセッサモジュールの場所に応じて、お客様が交
換できるホットサービスコンポーネントまたはコールドサービスコンポーネントのど
ちらかになります。

■ 次の場合は、プロセッサモジュールはホットサービスコンポーネントになります。

■ サーバーで 2 つのプロセッサモジュールが稼働している。

■ 障害のある交換対象のプロセッサモジュールがシステムのプロセッサモジュー
ルスロット 1 に取り付けられている。プロセッサモジュールスロットの場所に
ついては、75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」を参照してく
ださい。

稼働中のサーバーからプロセッサモジュールを取り外す場合、プロセッサモジュール
スロットを 1 分以上開いたままにすることはできません。スロットが 1 分以上開いた
ままになる可能性がある場合は、交換用プロセッサモジュールまたはプロセッサモ
ジュールのフィラーパネルを空のスロットに取り付けておくようにしてください。

また、稼働中のサーバーでプロセッサモジュールを交換した場合、交換したプロ
セッサモジュールは、サーバーの電源が次に再投入されるまでオンラインになりま
せん。そのため、プロセッサモジュールを交換したあとにすぐにサーバーの電源を
切る必要はなく、準備ができてからサーバーの電源を再投入できます。

■ サーバーでプロセッサモジュールが 1 つだけ稼働している場合や、障害のある交換
対象のプロセッサモジュールがシステムのプロセッサモジュールスロット 0 に取り
付けられている場合は、プロセッサモジュールはコールドサービスコンポーネント
になります。

関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

▼ 障害のあるプロセッサモジュールを検出する

プロセッサモジュールの障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ 前面および背面のシステム障害 (システム保守要求) LED

■ 障害が発生したプロセッサモジュールの保守要求 LED

1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。
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2. サーバーの前面からプロセッサモジュールの LED をチェックし、交換が必要なプ
ロセッサモジュールを特定します。

詳細は、76 ページの「プロセッサモジュールの LED」を参照してください。交換
が必要なプロセッサモジュールの保守要求 LED がオレンジ色に点灯します。

3. 障害のあるプロセッサモジュールを取り外します。

79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」を参照してください。

関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ プロセッサモジュールを取り外す

1. サーバーの取り外すプロセッサモジュールを探します。

障害のあるプロセッサモジュールを特定する方法については、78 ページの「障害
のあるプロセッサモジュールを検出する」を参照してください。

2. サーバーで稼働しているプロセッサモジュールの数を確認します。

■ サーバーでプロセッサモジュールが 2 つ稼働している場合は、サーバーの電源を
切らなくてもプロセッサモジュールを取り外すことができる可能性があります。
手順 3 に進みます。

■ サーバーでプロセッサモジュールが 1 つだけ稼働している場合は、プロセッサ
モジュールを取り外す前にサーバーの電源を切る必要があります。65 ページの
「システムから電源を切断する」を参照し、手順 5 に進みます。

3. 障害のある交換対象のプロセッサモジュールがプロセッサモジュールのスロット 0 
とスロット 1 のどちらに取り付けられているかを確認します。

サーバーのプロセッサモジュールの場所については、2 ページの「フロントコン
ポーネント」を参照してください。

■ 障害のあるプロセッサモジュールがスロット 0 に取り付けられている場合は、
プロセッサモジュールを取り外す前にサーバーの電源を切る必要があります。
65 ページの「システムから電源を切断する」を参照し、手順 5 に進みます。

■ 障害のあるプロセッサモジュールがスロット 1 に取り付けられている場合は、
システムの電源を切らなくてもプロセッサモジュールを取り外すことができま
す。ただし、空のスロットに取り付けることができるプロセッサモジュールの
フィラーパネルが必要になります。
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注 – 稼働中のサーバーからプロセッサモジュールを取り外す場合、プロセッサモ
ジュールスロットを 1 分以上開いたままにすることはできません。プロセッサモ
ジュールのフィラーパネルがない場合は、65 ページの「システムから電源を切断
する」を参照し、手順 5 に進みます。

プロセッサモジュールのフィラーパネルがある場合は、手順 4 に進みます。

4. 次に進む前に青色の取り外し可能 LED が点灯していることを確認します。

取り外し可能 LED は、サーバーの電源を入れたあとに特定のイベントによってプ
ロセッサモジュールの正常な動作が停止される場合に点灯します。取り外し可能 
LED の場所については、76 ページの「プロセッサモジュールの LED」を参照して
ください。

5. 2 つの引き抜きレバーのリリースラッチを両側から押し、引き抜きレバーを引いて
サーバーからプロセッサモジュールを外します。

6. プロセッサモジュールをサーバーから途中まで引き出します。
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7. 両方のレバーをプロセッサモジュールの中心の方向に押して合わせます。

これにより、サーバーからプロセッサモジュールを取り外すときにレバーが損傷
するのを防ぐことができます。

8. 両手でプロセッサモジュールを完全に取り外し、静電気防止用マットの上に置き
ます。

注意 – プロセッサモジュールの背面のコネクタには触れないでください。

9. 稼働中のサーバーからプロセッサモジュールを取り外した場合は、1 分以内にプロ
セッサモジュールのフィラーパネルを取り付けます。

稼働中のサーバーで空のスロットを 1 分以上開いたままにすると、もう一方のプ
ロセッサモジュールが過熱状態になることがあります。

10. プロセッサモジュールからカバーを取り外します。

a. カバー上部の緑色のボタンを押しながら、プロセッサモジュールからカバーを
外します。

b. ボタンを押したまま、カバーをプロセッサモジュールの背面の方向に押しなが
ら持ち上げ、プロセッサモジュールから取り外します。

11. 障害のあるプロセッサモジュールの交換と、プロセッサモジュール内の DIMM の
交換または取り付けのどちらを行うのかを確認します。

■ 障害のあるプロセッサモジュールを交換する場合は、次の手順に従います。

a. 障害のあるプロセッサモジュールからすべての DIMM を取り外し、安全な
場所に置きます。
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詳細は、102 ページの「DIMM を取り外す」を参照してください。これらの 
DIMM は、障害のあるプロセッサモジュールを交換したあとに新しいプロ
セッサモジュールに取り付けます。DIMM を新しいプロセッサモジュール
に取り付ける際、古いプロセッサモジュールで異種メモリー混在構成を使用
している場合は特に、障害のある古いプロセッサモジュールから取り外した
ときと同じスロットに取り付けるようにしてください。そのためには、古い
プロセッサモジュールから新しいモジュールのスロットに DIMM を 1 つず
つ移動します。または、安全な場所の平らな面に個々の DIMM およびその
グループ単位で左から右の順に DIMM を並べ、新しいモジュールに同じ順
序で取り付けます。

b. サーバーに交換用プロセッサモジュールを取り付けます。

詳細は、82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」を参照してく
ださい。プロセッサモジュールをすぐに交換しない場合は、システム内で十
分な通気を確保するために、プロセッサモジュールのフィラーパネルを取り
付ける必要があります。

■ プロセッサモジュール内の DIMM の交換または取り付けを行う場合は、89 ペー
ジの「DIMM の保守」を参照してください。

関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 89 ページの「DIMM の保守」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ プロセッサモジュールを取り付ける

1. DIMM の交換または取り付けを行なったプロセッサモジュールを取り付けるの
か、障害のあるプロセッサモジュールを交換するために新しいプロセッサモ
ジュールを取り付けるのかを確認します。

■ DIMM の交換または取り付けを行なったプロセッサモジュールを取り付ける場
合は、手順 2 に進みます。

■ 障害のあるプロセッサモジュールを交換するために新しいプロセッサモジュー
ルを取り付ける場合は、障害のあるプロセッサモジュールから取り外したすべ
ての DIMM を交換用モジュールに取り付けます。103 ページの「DIMM を取
り付ける」を参照してください。
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2. プロセッサモジュールにカバーを載せ、カチッと音がしてラッチが固定されるま
でカバーを前方にスライドさせます。

3. プロセッサモジュールのフィラーパネルが取り付けられている場合は取り外します。

4. プロセッサモジュールをサーバーの空いているプロセッサモジュールスロットに
挿入します。

5. 両方のレバーをモジュールの中心の方向に押して合わせ、レバーをモジュールに
しっかりと押し込んでモジュールをサーバーに完全に固定します。

モジュールがサーバーに完全に固定されると、カチッと音がしてレバーが固定さ
れます。
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6. 必要に応じて、サーバーに電源を入れます。

201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してください。

7. プロセッサモジュールが正常に機能していることを確認します。

88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査
する」を参照してください。

関連情報

■ Oracle VM Server for SPARC 2.0 管理ガイド

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 89 ページの「DIMM の保守」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」
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▼ 新しいプロセッサモジュールを取り付
ける
ここでは、システムのプロセッサモジュールを増設して、プロセッサモジュールを 1 つ
から 2 つに増やす方法について説明します。障害が発生したプロセッサモジュールを交
換する手順については、77 ページの「障害のあるプロセッサモジュールの交換」を参
照してください。

1. サーバーに現在取り付けられている単一プロセッサモジュールで論理ドメイン 
(LDom) が構成されているかどうかを確認します。

■ サーバーの単一プロセッサで LDom が構成されていない場合は、手順 2 に進
みます。

■ サーバーの単一プロセッサモジュールで LDoms が構成されている場合は、次
の手順に従って、もう 1 つのプロセッサモジュールを追加する前に元の LDom 
の構成を維持します。

a. 作成されている LDom ごとに、構成されている LDom の制約を XML ファ
イルとして保存します。

たとえば、次のように入力します。

この手順はシステム内のすべての LDom について個別に実行し、各 LDom 
の制約を別々の xml ファイルに保存します。たとえば、第一ドメインを 
primary.xml、最初のゲストドメインを ldg1.xml のように保存します。

b. 追加のプロセッサモジュールを取り付ける前にシステムの電源を切ります。

65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してください。

c. 手順 2 に進みます。

2. 空いているプロセッサモジュールスロットにフィラーパネルが取り付けられてい
る場合は取り外します。

3. 新しいプロセッサモジュールをサーバーの空いているプロセッサモジュールス
ロットに挿入します。

# ldm list-constraints -x ldom >ldom.xml

# ldm list-constraints -x ldg1 >lgd1.xml
プロセッサモジュールの保守 85



4. 両方のレバーをモジュールの中心の方向に押して合わせ、レバーをモジュールに
しっかりと押し込んでモジュールをサーバーに完全に固定します。

モジュールがサーバーに完全に固定されると、カチッと音がしてレバーが固定さ
れます。

5. サーバーに電源を入れます。

201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してください。

6. LDom の構成情報を復元する必要があるかどうかを確認します。

■ 追加のプロセッサモジュールを取り付ける前に単一プロセッサモジュールで 
LDom が構成されていなかった場合は、LDom の構成情報を復元する必要はあ
りません。手順 7 に進みます。

■ 追加のプロセッサモジュールを取り付ける前に単一プロセッサモジュールで 
LDom が構成されていた場合は、次の手順に従って、このプロセスの前の手順
で保存した LDom の構成情報を復元します。

a. サーバーの起動方法を出荷時のデフォルトの設定に変更します。

-> set /HOST/bootmode config=factory-default
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b. サービスプロセッサのプロンプトで start /SYS コマンドを使用して、サー
バーを再度起動します。

c. 現在構成されているすべてのゲストドメインを一覧表示します。

d. -a オプションを使用して、すべてのゲストドメインを停止します。

e. 各ゲストドメインをアンバインドします。

f. 各ゲストドメインを破棄します。

g. 第一ドメインの構成を復元します。

h. 各ゲストドメインの構成を復元します。

ゲストドメインのそれぞれについて、次のコマンドを入力して、各ドメインを
追加、バインド、および再起動します。

7. プロセッサモジュールが正常に機能していることを確認します。

88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査
する」を参照してください。

関連情報

■ Oracle VM Server for SPARC 2.0 管理ガイド

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 88 ページの「プロセッサモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

-> start /SYS

# ldm ls

# ldm stop-domain -a

# ldm unbind-domain ldom

# ldm destroy ldom

# ldm init-system -i primary.xml

# ldm add-domain -i ldg1.xml
# ldm bind ldg1
# ldm start ldg1
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▼ プロセッサモジュールが正常に機能し
ているかどうかを検査する
1. 障害のあるプロセッサモジュールを交換した場合は、show faulty コマンドを使

用して、交換したプロセッサモジュールが有効になっているかどうかを確認します。

a. show faulty コマンドの出力で、交換したプロセッサモジュールが有効になって
いる場合は、手順 2 に進みます。

b. show faulty コマンドの出力で、交換したプロセッサモジュールが無効になって
いる場合は、11 ページの「障害の検出と管理」を参照して、PSH で検出され
たサーバーの障害を解決します。

2. プロセッサモジュールの交換を稼働中のシステムで行なったかどうかを確認します。

稼働中のサーバーでプロセッサモジュールを交換した場合、交換したプロセッサ
モジュールは、サーバーの電源が次に再投入されるまでオンラインになりません。
サーバーの電源を切る手順については、57 ページの「保守の準備」を参照してく
ださい。そのあと、サーバーの電源を再投入する手順については、201 ページの
「サーバーの再稼働」を参照してください。

3. プロセッサモジュールの OK LED が点灯し、障害 LED が点灯していないことを確
認します。

76 ページの「プロセッサモジュールの LED」を参照してください。

4. 前面と背面の保守要求 LED が点灯していないことを確認します。

17 ページの「正面パネルのシステムコントロールおよび LED」および 18 ページ
の「背面 I/O モジュールの LED」を参照してください。

5. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで障害が解決されなかった場合は、12 ページの「診断プロ
セス」を参照してください。

■ 手順 3 と手順 4 で障害が検出されなかった場合は、プロセッサモジュールの交
換が正常に完了しています。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 75 ページの「プロセッサモジュール構成の参照情報」

■ 76 ページの「プロセッサモジュールの LED」

■ 78 ページの「障害のあるプロセッサモジュールを検出する」

■ 79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」

■ 82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」

-> show faulty
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DIMM の保守

次のトピックでは、サーバーの DIMM の保守手順について説明します。

■ 89 ページの「メモリー障害処理の概要」

■ 90 ページの「DIMM 構成について」

■ 100 ページの「DIMM 障害検知ボタンを使用して障害のある DIMM を検出する」

■ 101 ページの「show faulty コマンドを使用して障害のある DIMM を検出
する」

■ 102 ページの「DIMM を取り外す」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

メモリー障害処理の概要
メモリーサブシステムの構成およびメモリー障害の処理には、さまざまな機能が関与
します。基本的な機能に関する知識は、メモリーの問題を特定して修復するために役
立ちます。

次のサーバーの機能は、メモリー障害を管理します。

■ POST － デフォルトでは、POST はサーバーが停止したとき実行します。

CE の場合、POST はエラー処理のために、そのエラーを PSH デーモンに転送しま
す。修正不可能なメモリー障害が検出された場合、POST は障害と障害のある 
DIMM のデバイス名を表示し、障害のログをとります。その後、POST は障害のあ
る DIMM を使用不可にします。メモリーの構成および障害のある DIMM の位置に
よって、POST はシステム内の物理メモリーの半分を使用不可にするか、または物
理メモリーの半分とプロセッサスレッドの半分を使用不可にします。通常の処理で
このオフライン化処理が発生した場合は、障害メッセージに基づいて障害のある 
DIMM を交換し、ILOM の set device component_state=enabled コマンドを
使用して、使用不可になった DIMM を使用可能にします。ここで、device は、使
用可能にする DIMM の名前です。たとえば、set /SYS/PM0/CMP0/BOB0/CH0/
D0 component_state=enabled のように指定します。
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■ PSH テクノロジ － Oracle Solaris の予測的自己修復は、障害管理デーモン (fmd) を
使用してさまざまな種類の障害を監視します。障害が発生した場合は、その障害に 
UUID が割り当てられ、記録されます。PSH は障害を報告し、その障害に関連する 
DIMM を交換することを推奨します。

メモリーに問題があると疑う場合は、ILOM の show faulty コマンドを実行します。
このコマンドはメモリー障害を一覧表示し、障害に関連する DIMM モジュールを特
定します。

関連情報

■ 42 ページの「POST の概要」

■ 36 ページの「PSH の概要」

■ 37 ページの「PSH で検出された障害の例」

■ 100 ページの「DIMM 障害検知ボタンを使用して障害のある DIMM を検出する」

■ 101 ページの「show faulty コマンドを使用して障害のある DIMM を検出
する」

DIMM 構成について
次のトピックでは、プロセッサモジュールに取り付ける DIMM の数、それらの 
DIMM を取り付けるプロセッサモジュール上の場所、および使用する DIMM の
サイズを判断するために必要な情報を示します。

説明 リンク

DIMM 構成ガイドラインを確認します。 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

使用可能なさまざまな DIMM 構成オプションを確認します。 • 92 ページの「半数配置構成」

• 94 ページの「3/4 配置構成」

• 96 ページの「フル配置構成」

次の要素に応じて、プロセッサモジュール内の DIMM スロッ
トの配置方法を判断します。

• システム内のプロセッサモジュールの数

• 使用可能な DIMM のサイズ

• 各プロセッサモジュールで必要なメモリーの合計容量

• 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの
場合のメモリー構成」

• 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの
場合のメモリー構成」
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DIMM 構成ガイドライン

DIMM の取り付け、アップグレード、または交換を行う場合は、次のガイドラインを
考慮してください。

■ プロセッサモジュールごとに、DDR3 DIMM をサポートするスロットが合計で 32 個
あります。

■ サポートする DIMM 容量は、4G バイトと 8G バイトの 2 つです。

■ DIMM スロットは 4 つの分岐で構成され、それぞれの分岐が別々の Buffer-on-
Board (BOB) ASIC に接続されています。4 つの分岐は、BOB0 から BOB3 で指定
されます。

■ 各 BOB ASIC には 2 つの DDR3 チャネルがあり、各チャネルは 2 つの DIMM をサ
ポートしています。これらの構成の詳細を以降のトピックの図で示します。

■ DIMM を取り付けていない DIMM スロットには、ソケットに DIMM フィラーを
取り付けておく必要があります。

■ 32 個の DIMM スロットのうち、16 個 (4 つ一組の DIMM スロット 4 組) は CMP0 
に関連付けられ、残りの 16 個は CMP1 に関連付けられています。どの DIMM ス
ロットがどちらの CMP に関連付けられているかについては、以降のトピックの図
で示しています。

関連情報

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 102 ページの「DIMM を取り外す」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」
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半数配置構成

次の図は、半数配置構成で DIMM を取り付ける場所を示しています。このトピック
の情報は、次のトピックの情報と併せて参照してください。

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

半数配置構成のプロセッサモジュールごとの特性は次のとおりです。

■ CMP 1 に関連するスロットに 4G バイトまたは 8G バイトの DIMM を 8 個取り
付け

■ CMP 0 に関連するスロットに 4G バイトまたは 8G バイトの DIMM を 8 個取り
付け

表:  半数配置構成の凡例

記号 意味

 
配置されるスロットを示します。

 
配置されないスロットを示します。
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また、DIMM スロットは、各種の構成で配置するスロットがわかりやすいように色分
けされています。半数配置構成では、配置するスロットと空のスロットは次のように
なります。

■ 青色の DIMM スロット: 配置

■ 白色の DIMM スロット: 配置

■ 黒色の DIMM スロット: 空

関連情報

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」
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3/4 配置構成

次の図は、3/4 配置構成で DIMM を取り付ける場所を示しています。このトピック
の情報は、次のトピックの情報と併せて参照してください。

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

3/4 配置構成のプロセッサモジュールごとの特性は次のとおりです。

■ CMP 1 に関連するスロットに 4G バイトまたは 8G バイトの DIMM を 16 個取り
付け

■ CMP 0 に関連するスロットに 4G バイトまたは 8G バイトの DIMM を 8 個取り
付け

表:  3/4 配置構成の凡例

記号 意味

 
配置されるスロットを示します。

 
配置されないスロットを示します。
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また、DIMM スロットは、各種の構成で配置するスロットがわかりやすいように色分
けされています。3/4 配置構成では、配置するスロットと空のスロットは次のように
なります。

■ 青色の DIMM スロット: 配置

■ 白色の DIMM スロット: 配置

■ 黒色の DIMM スロット: 

■ CMP 1 バンク: 配置

■ CMP 0 バンク: 空

関連情報

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」
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フル配置構成

次の図は、フル配置構成で DIMM を取り付ける場所を示しています。このトピック
の情報は、次のトピックの情報と併せて参照してください。

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

フル配置構成のプロセッサモジュールごとの特性は次のとおりです。

■ CMP 1 に関連するスロットに 4G バイトまたは 8G バイトの DIMM を 16 個取り
付け

■ CMP 0 に関連するスロットに 4G バイトまたは 8G バイトの DIMM を 16 個取り
付け

表:  フル配置構成の凡例

記号 意味

 
配置されるスロットを示します。

 
配置されないスロットを示します。
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また、DIMM スロットは、各種の構成で配置するスロットがわかりやすいように色分
けされています。フル配置構成では、配置するスロットと空のスロットは次のように
なります。

■ 青色の DIMM スロット: 配置

■ 白色の DIMM スロット: 配置

■ 黒色の DIMM スロット: 配置

関連情報

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」
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プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成

関連情報

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

メモリーの合計容量 プロセッサモジュール 1 プロセッサモジュール 0

均衡がとれた (推奨される) 構成

64G バイト プロセッサフィラーモジュール • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

128G バイト プロセッサフィラーモジュール • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

128G バイト プロセッサフィラーモジュール • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

256G バイト プロセッサフィラーモジュール • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

その他の構成

128G バイト プロセッサフィラーモジュール • 94 ページの「3/4 配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

192G バイト プロセッサフィラーモジュール • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM
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プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成

メモリーの合計容量 プロセッサモジュール 1 プロセッサモジュール 0

均衡がとれた (推奨される) 構成

128G バイト • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

• 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

256G バイト • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

• 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

256G バイト • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

• 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

512G バイト • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

• 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

その他の構成

192G バイト • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

• 94 ページの「3/4 配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

192G バイト • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

• 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

256G バイト • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

• 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

384G バイト • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 4G バイトの DIMM

• 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

384G バイト • 92 ページの「半数配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

• 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

448G バイト • 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 4G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM

• 96 ページの「フル配置構成」

• CMP 1 グループに 8G バイトの DIMM
• CMP 0 グループに 8G バイトの DIMM
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関連情報

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

▼ DIMM 障害検知ボタンを使用して障害
のある DIMM を検出する
1. 障害のある DIMM を含むプロセッサモジュールをサーバーから取り外し、プロセッ

サモジュールのカバーを外します。

79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」を参照してください。

2. マザーボード上の DIMM 障害検知ボタンを探します。
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3. ボタンの横にある DIMM 障害検知電源 LED が点灯していることを確認します。

DIMM 障害検知電源 LED が点灯していれば、DIMM 障害検知ボタンを押したと
きに、障害のある DIMM の LED が点灯します。

4. マザーボード上の DIMM 障害検知ボタンを押します。

これにより、障害のある DIMM に関係する DIMM 障害 LED が数分間点灯します。

5. 点灯した DIMM 障害 LED の隣の DIMM を確認します。

6. すべての他の DIMM がスロットに適切に固定されていることを確認します。

関連情報

■ 101 ページの「show faulty コマンドを使用して障害のある DIMM を検出
する」

▼ show faulty コマンドを使用して障害
のある DIMM を検出する
ILOM の show faulty コマンドにより、DIMM エラーを含む現在のシステム障害が
表示されます。

● -> プロンプトで、show faulty と入力します。

関連情報

■ 100 ページの「DIMM 障害検知ボタンを使用して障害のある DIMM を検出する」

-> show faulty
Target              | Property | Value
--------------------+------------------------+-------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0
/SP/faultmgmt/0     | timestamp              | Dec 21 16:40:56
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | Dec 21 16:40:56 faults/0
/SP/faultmgmt/0/    | sp_detected_fault      | /SYS/PM0/CMP0/BOB1/CH0/D0
faults/0            |                        | Forced fail(POST)
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▼ DIMM を取り外す
DIMM は、お客様が交換できるコールドサービスコンポーネントです。

この手順を開始する前に、57 ページの「安全に関する情報」に記載されている注意事
項と安全指示事項を十分に確認してください。

注意 – DIMM スロットを空のままにしないでください。すべての空の DIMM スロッ
トにフィラーパネルを取り付けます。

1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

2. 障害のある DIMM を含むプロセッサモジュールをサーバーから取り外し、プロセッ
サモジュールのカバーを外します (まだ行っていない場合)。

79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」を参照してください。

3. 交換する必要がある DIMM を探します。

100 ページの「DIMM 障害検知ボタンを使用して障害のある DIMM を検出する」
または 101 ページの「show faulty コマンドを使用して障害のある DIMM を検
出する」を参照してください。

4. DIMM の両側にある取り外し爪を押し下げて、DIMM を外します。

注意 – マザーボード上の DIMM とヒートシンクは熱いことがあります。
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5. 障害のある DIMM の上部角を持ちスロットから引き上げます。

6. DIMM を静電気防止用マットの上に置きます。

7. 手順 4 から手順 6 までを繰り返し、不要な DIMM を取り除きます。

8. 交換用 DIMM をこの時点で取り付けるかどうかを決めます。

■ 交換用 DIMM をこの時点で取り付ける場合は、103 ページの「DIMM を取り
付ける」に進みます。

■ 交換用 DIMM をこの時点では取り付けない場合は、次の手順に従ってプロセッ
サモジュールをサーバーに戻します。

a. 空の DIMM スロットにフィラーパネルを取り付けます。

注意 – DIMM スロットを空のままにしないでください。すべての空の DIMM スロッ
トにフィラーパネルを取り付けます。

b. プロセッサモジュールのカバーを戻し、サーバーのスロットにプロセッサモ
ジュールを挿入します。

82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 89 ページの「メモリー障害処理の概要」

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 100 ページの「DIMM 障害検知ボタンを使用して障害のある DIMM を検出する」

■ 101 ページの「show faulty コマンドを使用して障害のある DIMM を検出
する」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

▼ DIMM を取り付ける
この手順を開始する前に、次のトピックの情報を十分に確認してください。

■ 57 ページの「安全に関する情報」

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。
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2. プロセッサモジュールをサーバーから取り外し、プロセッサモジュールのカバーを
外します (まだ行っていない場合)。

79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」を参照してください。

3. 交換用の DIMM を開梱し、静電気防止用マットの上に置きます。

4. DIMM を受けるコネクタの取り外し爪が開位置にあることを確認します。

5. DIMM のノッチとコネクタの切り欠けを合わせてください。

注意 – DIMM の向きが正しいことを確認します。向きが逆の場合、DIMM は損傷す
ることがあります。

6. 取り外し爪によって DIMM が所定の位置に固定されるまで、DIMM をコネクタに
押し込みます。

DIMM が容易にコネクタに装着できない場合は、DIMM の向きを確認します。

7. すべての新しい DIMM を取り付けるまで、手順 4 ～ 手順 6 を繰り返します。

8. プロセッサモジュールのカバーを戻し、サーバーのスロットにプロセッサモジュー
ルを挿入します。

82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 89 ページの「メモリー障害処理の概要」

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」
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■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 102 ページの「DIMM を取り外す」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

▼ DIMM を追加してシステムメモリーを
増設する
メモリーのアップグレード手順を実行する前に、91 ページの「DIMM 構成ガイドラ
イン」に記載されているメモリー構成ガイドラインを十分に確認してください。

1. 新しい DIMM を開梱し、DIMM を静電気防止用マットの上に置きます。

2. プロセッサモジュールをサーバーから取り外し、プロセッサモジュールのカバーを
外します (まだ行っていない場合)。

79 ページの「プロセッサモジュールを取り外す」を参照してください。

3. アップグレードする DIMM スロットでは、取り外し爪を開きフィラーパネルを取
り外します。

フィラーパネルを破棄しないでください。将来、DIMM を取り外す場合に、フィ
ラーパネルを再利用できます。

4. DIMM を受けるコネクタの取り外し爪が開位置にあることを確認します。

5. DIMM のノッチとコネクタの切り欠けを合わせてください。

注意 – DIMM の向きが正しいことを確認します。向きが逆の場合、DIMM は損傷す
ることがあります。
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6. 取り外し爪によって DIMM が所定の位置に固定されるまで、DIMM をコネクタに
押し込みます。

DIMM が容易にコネクタに装着できない場合は、DIMM の向きを確認します。

7. すべての DIMM を取り付けるまで、手順 3 ～ 手順 6 を繰り返します。

8. プロセッサモジュールのカバーを戻し、サーバーのスロットにプロセッサモ
ジュールを挿入します。

82 ページの「プロセッサモジュールを取り付ける」を参照してください。

9. 次の手順を実行して、障害がないことを確認します。

a. POST が保守モードで実行されるように、仮想キースイッチを diag に設定し
ます。

b. システムの電源を再投入します。

注 – サーバーの電源の切断には、およそ 1 分かかります。ILOM コンソールでは、シス
テムの電源が実際にいつ切断されるかは表示されません。

-> set /SYS keyswitch_state=diag
Set ‘keyswitch_state’ to ‘Diag’

-> stop /SYS
Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y
Stopping /SYS
-> start /SYS
Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y
Starting /SYS 
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c. システムコンソールに切り替えて、POST 出力を表示します。

POST 出力で可能性がある障害メッセージを確認します。次の出力は、POST で
障害が検出されなかったことを示しています。

注 – この時点でシステムが自動的にブートすることがあります。この場合、直接手順 e 
へ進みます。ok プロンプトのままの場合は、手順 d に進みます。

d. ok プロンプトにシステムが残っている場合は、boot と入力します。

e. 仮想キースイッチを通常モードに戻します。

関連情報

■ 89 ページの「メモリー障害処理の概要」

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 92 ページの「半数配置構成」

■ 94 ページの「3/4 配置構成」

■ 96 ページの「フル配置構成」

■ 98 ページの「プロセッサモジュールが 1 つの場合のメモリー構成」

■ 99 ページの「プロセッサモジュールが 2 つの場合のメモリー構成」

■ 102 ページの「DIMM を取り外す」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 108 ページの「DIMM 機能を検証する」

-> start /HOST/console

.

.

.
0:0:0>INFO:
0:0:0>    POST Passed all devices.
0:0:0>POST:    Return to VBSC.
0:0:0>Master set ACK for vbsc runpost command and spin...

-> set /SYS keyswitch_state=Normal
Set ‘ketswitch_state’ to ‘Normal’
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▼ DIMM 機能を検証する
1. ILOM の -> プロンプトにアクセスします。

手順については、『SPARC T3 シリーズサーバー管理マニュアル』を参照してくだ
さい。

2. show faulty コマンドを使用して、障害をクリアーする方法を決定します。

■ show faulty に POST で検出された障害が表示された場合は、手順 3 に進み
ます。

■ show faulty の出力に ホストで検出された障害を示す UUID が表示された場
合は、手順 3 をスキップし、直接手順 4 へ進みます。

3. set コマンドを使用して、POST で無効になった DIMM を有効にします。

ほとんどの場合、障害のある DIMM の交換は、サービスプロセッサの電源を入れ
直したときに検出されます。これらの場合は、障害がシステムから自動的にクリ
アーされます。show faulty で障害が引き続き表示される場合は、set コマンド
でクリアーされます。

4. ホストで検出された障害には、次の手順で新しい DIMM を検証します。

a. POST が保守モードで実行されるように、仮想キースイッチを diag に設定し
ます。

b. システムの電源を再投入します。

注 – show /HOST コマンドを使用して、ホストがいつ切断されたかを確認します。
コンソールに status=Powered Off と表示されます。このコマンドが実行される
までおよそ 1 分かかります。

-> set /SYS/PM0/CMP0/BOB0/CH0/D0 component_state=Enabled

-> set /SYS keyswitch_state=diag
Set ‘keyswitch_state’ to ‘Diag’

-> stop /SYS
Are you sure you want to stop /SYS (y/n)? y
Stopping /SYS
-> start /SYS
Are you sure you want to start /SYS (y/n)? y
Starting /SYS
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c. システムコンソールに切り替えて、POST 出力を表示します。

POST 出力で可能性がある障害メッセージを確認します。次の出力は、POST 
で障害が検出されなかったことを示しています。

注 – この時点でシステムが自動的にブートすることがあります。この場合、直接手順 e 
へ進みます。ok プロンプトに残る場合は、手順 d へ移動します。

d. ok プロンプトにシステムが残っている場合は、boot と入力します。

e. 仮想キースイッチを通常モードに戻します。

f. システムコンソールに切り替えて、Oracle Solaris OS の fmadm faulty コマン
ドを入力します。

何らかの障害が報告されたときは、21 ページの「ILOM トラブルシューティン
グの概要」に記載されている診断手順を参照してください。

5. ILOM コマンドシェルに切り替えます。

-> start /HOST/console
.
.
.
0:0:0>INFO:
0:0:0>    POST Passed all devices.
0:0:0>POST:    Return to VBSC.
0:0:0>Master set ACK for vbsc runpost command and spin...

-> set /SYS keyswitch_state=Normal
Set ‘ketswitch_state’ to ‘Normal’

# fmadm faulty
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6.  show faulty コマンドを実行します。

show faulty コマンドで UUID の障害が報告された場合は、手順 7 に進みます。
show faulty コマンドで UUID の障害が報告されない場合は、検証プロセスは終
了します。

7. システムコンソールに切り替えて、fmadm repair コマンドに UUID を指定して
入力します。

ILOM の show faulty コマンドの出力から表示された 同じ UUID を使用します。

関連情報

■ 89 ページの「メモリー障害処理の概要」

■ 91 ページの「DIMM 構成ガイドライン」

■ 102 ページの「DIMM を取り外す」

■ 103 ページの「DIMM を取り付ける」

■ 105 ページの「DIMM を追加してシステムメモリーを増設する」

-> show faulty
Target              | Property               | Value
--------------------+------------------------+-------------------------------
/SP/faultmgmt/0     | fru                    | /SYS/PM0/CMP0/BOB0/CH1/D0
/SP/faultmgmt/0     | timestamp              | Dec 14 22:43:59
/SP/faultmgmt/0/    | sunw-msg-id            | SUN4V-8000-DX
faults/0            |                        |
/SP/faultmgmt/0/    | uuid                   | 3aa7c854-9667-e176-efe5-e487e520
faults/0            |                        | 7a8a
/SP/faultmgmt/0/    | timestamp              | Dec 14 22:43:59 
faults/0            |                        |

# fmadm repair 3aa7c854-9667-e176-efe5-e487e520
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ハードドライブの保守

次のトピックでは、サーバーのハードドライブの保守手順について説明します。

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」

ハードドライブのホットプラグ対応機能
サーバーのハードドライブは、ホットプラグ対応です。つまり、サーバーに電源が入っ
ている状態でドライブの取り外し、挿入を行うことができます。

個々のドライブのデータ構成によっては、サーバーがオンライン状態の場合でもそのド
ライブを取り外すことができる場合があります。ただし、サーバーがオンラインの状態
でドライブのホットプラグ操作を行うには、安全に取り外すことができるように、まず
そのドライブをオフライン状態にします。ドライブをオフラインにすることにより、ア
プリケーションがこのドライブにアクセスすることを防ぎ、このドライブへの論理ソフ
トウェアリンクを削除できます。

次の状態では、ドライブのホットプラグを行うことができません。

■ そのドライブにオペレーティングシステムが格納されており、そのオペレーティン
グシステムが別のドライブにミラー化されていない場合。

■ サーバーのオンライン処理からドライブを論理的に切り離せない場合。

保守対象のドライブがこれらの状況のいずれかに当てはまる場合は、ドライブを交換
する前にサーバーをオフライン状態にします。つまりオペレーティングシステムを停
止します。
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関連情報

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」

ハードドライブ構成の参照情報
ここでは、ハードドライブの構成に関する情報を示します。

ハードディスクドライブと半導体ドライブの両方を取り付けることができます。この
サーバーを設置して使用可能にするためには、最低でも 1 台のハードドライブが必要
です。

図:  ハードディスクドライブの参照情報

関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

図の説明

1 ドライブ 1 5 ドライブ 5

2 ドライブ 0 6 ドライブ 4

3 ドライブ 3 7 ドライブ 7

4 ドライブ 2 8 ドライブ 6
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■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」

ハードドライブの LED
各ドライブの状態は、同じ 3 つの LED によって示されます。

関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

表:  ハードドライブの状態 LED

番号 LED アイコン 説明

1 取り外し可能 
(青色)

ホットプラグ処理でドライブを取り外すことができるこ
とを示します。

2 保守要求 
(オレンジ色)

ドライブが障害状態であることを示します。

3 OK/動作状態

(緑色)
ドライブが使用可能な状態であることを示します。

• 点灯 － 読み取りまたは書き込み処理の実行中です。

• 消灯 － ドライブはアイドル状態であり、使用可能
です。
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■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」

▼ 障害のあるハードドライブを検出する
ハードドライブの障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED

■ 障害が発生したドライブの保守要求 LED

1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

2. サーバーの前面からドライブの LED をチェックし、交換が必要なドライブを特定
します。

詳細は、113 ページの「ハードドライブの LED」を参照してください。交換が必
要なドライブの保守要求 LED がオレンジ色に点灯します。

3. 障害のあるドライブを取り外します。

115 ページの「ハードドライブを取り外す」を参照してください。

関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」
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▼ ハードドライブを取り外す
ハードドライブは、お客様が交換できるホットサービスコンポーネントです。

1. サーバー内の取り外すドライブを探します。

■ サーバーのドライブの場所については、2 ページの「フロントコンポーネン
ト」を参照してください。

■ 障害のあるドライブを特定する方法については、114 ページの「障害のある
ハードドライブを検出する」を参照してください。

2. ドライブを交換するためには OS を停止する必要があるかどうかを判定し、次に
示す操作のいずれか一方を実行します。

■ OS を停止しないとドライブをオフラインにできない場合は、65 ページの
「サーバーの電源を切る (サービスプロセッサコマンド)」に記載された手順を
実行してから手順 4 に進みます。

■ OS を停止することなくドライブをオフラインにできる場合は、手順 3 に進ん
でください。

3. ドライブをオフラインにします。

a. Oracle Solaris プロンプトで、cfgadm -al コマンドを入力し、未構成のドラ
イブを含むすべてのドライブをデバイスツリーに一覧表示します。

このコマンドにより、動的に再構成できるハードウェアリソースのリストと、
それらの運行状態が表示されます。このケースでは、取り外す予定のドライブ
の状態を調べます。この情報は、Occupant カラムに一覧表示されています。

例:

# cfgadm -al

Ap_id Type         Receptacle   Occupant     Condition
.
.
c2 scsi-sas connected configured unknown
.
c2::w5000cca00a76d1f5,0 disk-path connected    configured   unknown
c3 scsi-sas connected configured unknown
c3::w5000cca00a772bd1,0 disk-path connected configured unknown
c4 scsi-sas connected configured unknown
c4::w5000cca00a59b0a9,0 disk-path connected configured unknown
.
.
.
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状態が構成済みと示されるドライブはすべて、手順 b で記載されている方法で
構成を解除します。

b. cfgadm -c unconfigure コマンドを使用してドライブの構成を解除します。

例:

c2::w5000cca00a76d1f5,0 の部分を、該当するドライブ名に置き換えます。

c. ドライブの青色の取り外し可能 LED が点灯することを検査します。

4. ドライブのリリースボタンを押してドライブのロックを解除し、ラッチを引き、
ドライブを取り外します。

注意 – ラッチは取り外しレバーではありません。ラッチを右に曲げ過ぎないようにし
てください。曲げ過ぎると、ラッチが破損することがあります。

# cfgadm -c unconfigure c2::w5000cca00a76d1f5,0
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5. 交換ドライブまたはフィラートレイを取り付けます。

117 ページの「ハードドライブを取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」

▼ ハードドライブを取り付ける
1. 交換用ドライブをドライブスロットに合わせ、固定されるまでドライブをスライド

させます。

ドライブは、取り付けたスロットに応じて物理的にアドレス指定がなされます。ド
ライブを交換する場合は、取り外したドライブと同じスロットに交換ドライブを取
り付けます。ドライブスロットについては、112 ページの「ハードドライブ構成の
参照情報」を参照してください。

2. ラッチを閉じて、定位置にドライブを固定します。

3. ドライブが正常に機能していることを確認します。

118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」を参照
してください。
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関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 118 ページの「ハードドライブが正常に機能しているかどうかを確認する」

▼ ハードドライブが正常に機能している
かどうかを確認する
1. ハードドライブの交換または取り付けを稼働中のシステムで行なったかどうかを

確認します。

■ ハードドライブの交換または取り付けを稼働中のシステムで行なった場合 
(ハードドライブのホットプラグを実行した場合) は、それ以上の処置は必要
ありません。Solaris OS で自動的にハードドライブが構成されます。

■ ハードドライブの交換または取り付けをシステムが停止した状態で行なった
場合は、引き続き以降の手順に従ってハードドライブを構成します。

2. OS が停止しており、交換したドライブがブートデバイスでないという場合は、
OS をブートします。

交換したドライブの特性によっては、サーバーをブートする前に管理作業を実施
してソフトウェアをインストールし直す必要が生じることがあります。詳細情報
については、Oracle Solaris OS の管理ドキュメントを参照してください。

3. Oracle Solaris プロンプトで cfgadm -al コマンドを入力し、未構成のドライ
ブを含むすべてのドライブをデバイスツリーに一覧表示します。

このコマンドは、取り付けたドライブを特定するのに便利です。例:

# cfgadm -al

Ap_id Type         Receptacle   Occupant     Condition
.
.
c2 scsi-sas connected configured unknown
.
c2::w5000cca00a76d1f5,0 disk-path connected    configured   unknown
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4. cfgadm -c configure コマンドを使用し、ドライブを構成します。

例:

c2::w5000cca00a76d1f5,0 の部分を、構成するドライブ名に置き換えます。

5. 取り付けたドライブの青色の取り外し可能 LED が点灯しなくなったことを検査し
ます。

113 ページの「ハードドライブの LED」を参照してください。

6. Oracle Solaris プロンプトで cfgadm -al コマンドを入力し、未構成のドライ
ブを含むすべてのドライブをデバイスツリーに一覧表示します。

交換ドライブが構成済みとして一覧表示されます。例:

c3 scsi-sas connected configured unknown
c3::sd2  disk-path connected unconfigured unknown
c4 scsi-sas connected configured unknown
c4::w5000cca00a59b0a9,0 disk-path connected configured unknown
.
.
.

# cfgadm -c configure c2::w5000cca00a76d1f5,0

# cfgadm -al

Ap_id Type         Receptacle   Occupant     Condition
.
.
c2 scsi-sas connected configured unknown
.
c2::w5000cca00a76d1f5,0 disk-path connected    configured   unknown
c3 scsi-sas connected configured unknown
c3::w5000cca00a772bd1,0 disk-path connected configured unknown
c4 scsi-sas connected configured unknown
c4::w5000cca00a59b0a9,0 disk-path connected configured unknown
.
.
.
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7. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで、取り付けたドライブの検査が行われなかった場合は、
12 ページの「診断プロセス」を参照してください。

■ ここまでのステップで、ドライブが正常に機能していることが確認できた場合
は、ドライブの構成に必要な作業を実行します。これらの作業については、
Oracle Solaris OS の管理ドキュメントで説明されています。

ドライブの詳細検証を行うには、SunVTS ソフトウェアを実行できます。詳細は、
SunVTS ドキュメントを参照してください。

関連情報

■ 111 ページの「ハードドライブのホットプラグ対応機能」

■ 112 ページの「ハードドライブ構成の参照情報」

■ 113 ページの「ハードドライブの LED」

■ 114 ページの「障害のあるハードドライブを検出する」

■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」
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電源装置の保守

次のトピックでは、サーバーの電源装置の保守手順について説明します。

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」

電源装置の概要
このサーバーが正常に動作するためには、少なくとも 2 台の電源装置が必要です。電
源装置をどのスロットに取り付けるかについては制限はありません。したがって、電
源装置が 2 台だけの場合、4 つの電源装置スロットのいずれに取り付けてもかまいま
せん。電源装置が 2 台だけのサーバーで電源装置を交換する必要がある場合は、電源
装置を交換する前にサーバーの電源を切る必要があります。

関連情報

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」
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電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照
情報

図:  電源装置の構成の参照情報 (サーバーの前面)

図の説明

1 電源ユニット 0

2 電源ユニット 1

3 電源ユニット 2

4 電源ユニット 3
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図:  AC コネクタの構成の参照情報 (サーバーの背面)

関連情報

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」

図の説明

1 電源ユニット 3 の AC コネクタ

2 電源ユニット 2 の AC コネクタ

3 電源ユニット 1 の AC コネクタ

4 電源ユニット 0 の AC コネクタ
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電源装置と AC 電源コネクタの LED
電源装置ごとに、システムの背面に 3 つの LED があります。

注 – 電源装置に障害が発生したときに使用可能な交換用電源装置がない場合は、障害
のある電源装置を取り付けたまま、サーバー内の適切な通気を確保します。

AC 電源コネクタごとに 1 つの LED があります。

表:  電源装置の状態表示 LED

番号 LED アイコン 説明

1 障害 
(オレンジ色)

電源装置に障害が発生している場合に点灯します。

注 – システムによって電源装置の障害が検出されると、
フロントパネルおよび背面パネルの保守要求 LED も点灯
します。

2 OK (緑色) 電源ユニットからサーバーに対する電源装置の DC 電圧が
許容範囲である場合に点灯します。

3 AC 供給 
(緑色)

~AC 電源装置に AC 電圧が供給されている場合に点灯します。
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図:  AC 電源コネクタの LED

関連情報

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ 障害のある電源装置を検出する
電源装置の障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED

■ 障害が発生した電源装置の障害 LED 

1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

表:  AC 電源コネクタの LED

番号 LED 説明

1 AC 供給 
(緑色)

このシステムの AC 電源コネクタに接続された電源コードが電源コンセン
トにも接続され、この AC 電源コネクタに電力が供給されている場合に点
灯します。この LED は、少なくとも 2 つの電源コードから AC 電源コネ
クタに電力が供給されないと点灯しません。
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2. サーバーの前面から電源装置の障害 LED をチェックし、交換が必要な電源装置を
特定します。

詳細は、124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」を参照してくださ
い。交換が必要な電源装置の保守要求 LED がオレンジ色に点灯します。

3. 障害のある電源装置を取り外します。

126 ページの「電源装置を取り外す」を参照してください。

関連情報

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ 電源装置を取り外す
電源装置は、お客様が交換できるホットサービスコンポーネントです。

1. サーバーの取り外す電源装置を探します。

■ サーバーの電源装置の場所については、2 ページの「フロントコンポーネン
ト」を参照してください。

■ 障害のある電源装置を特定する方法については、125 ページの「障害のある電
源装置を検出する」を参照してください。

2. 電源装置のホットスワップが可能かどうかを判断します。

■ 取り付けられている電源装置の数が 3 台以上の場合は、サーバーを停止せずに
障害のある電源装置のホットスワップが行えます。手順 6 に進みます。

■ 取り付けられている電源装置の数が 2 台以下の場合は、電源装置を取り外す前
にサーバーを停止する必要があります。手順 3 に進みます。

3. サーバーの電源を切ります。

65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してください。

4. サーバーの背面で、障害のある電源装置に電力を供給している AC 電源コネクタを
探します。

122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」を参照してくだ
さい。
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5. 交換する電源装置に対応する AC 電源コネクタから電源コードを外します。

6. サーバーの前面で、取り外す電源装置の 2 つのリリースラッチを両側から同時に
押し、引き抜きレバーを手前に引いてサーバーから電源装置を外します。

7. 電源装置をサーバーから引き出します。

8. 交換用電源装置を取り付けます。

128 ページの「電源装置を取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」
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▼ 電源装置を取り付ける
1. 交換用の電源装置の位置を、空いている電源装置シャーシベイに合わせます。

電源装置の引き抜きレバーが電源装置の右側にくるようにして、電源装置が次の
図に示す向きになっていることを確認します。

2. 電源装置をシャーシにスライドさせます。

3. レバーを電源装置に押し込んで、電源装置をサーバーに完全に固定します。
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4. 電源装置の電源コードを外した場合 (電源装置のコールドサービスが必要だった場
合) は、サーバーの背面で、挿入した電源装置に対応する AC コネクタに電源コー
ドを接続します。

サーバーに電力が供給されるとただちに、スタンバイ電源によってサービスプロ
セッサの初期化が行われます。サーバーの OpenBoot PROM 設定に応じて、ホス
トサーバーが自動的にブートする場合もあれば、ユーザーが手動でホストサー
バーをブートする必要がある場合もあります。

サーバーの前面の電源装置の場所を示す図と、サーバーの背面の対応する AC 電
源コネクタを示す図を次に示します。

図:  サーバーの前面の電源装置の場所

図の説明

1 電源ユニット 0

2 電源ユニット 1

3 電源ユニット 2

4 電源ユニット 3
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図:  サーバーの背面の AC コネクタの場所

5. 電源装置が正常に機能していることを確認します。

131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」を参照してく
ださい。

関連情報

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 131 ページの「電源装置が正常に機能しているかどうかを検査する」

図の説明

1 電源ユニット 3 の AC コネクタ

2 電源ユニット 2 の AC コネクタ

3 電源ユニット 1 の AC コネクタ

4 電源ユニット 0 の AC コネクタ
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▼ 電源装置が正常に機能しているかどう
かを検査する
1. 電源装置の電源 OK LED と AC 供給 LED が点灯し、障害 LED が点灯していない

ことを確認します。

124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」を参照してください。

2. 前面と背面の保守要求 LED が点灯していないことを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

3. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで障害が解決されなかった場合は、12 ページの「診断プロ
セス」を参照してください。

■ 手順 1 と手順 2 で障害が検出されなかった場合は、電源装置の交換が正常に完
了しています。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 121 ページの「電源装置の概要」

■ 122 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの構成の参照情報」

■ 124 ページの「電源装置と AC 電源コネクタの LED」

■ 125 ページの「障害のある電源装置を検出する」

■ 126 ページの「電源装置を取り外す」

■ 128 ページの「電源装置を取り付ける」
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RAID 拡張モジュールの保守

これらのトピックでは、サーバー内の RAID 拡張モジュールの保守手順について説明
します。

■ 133 ページの「RAID 拡張モジュールを取り外す」

■ 134 ページの「RAID 拡張モジュールを取り付ける」

▼ RAID 拡張モジュールを取り外す
RAID 拡張モジュールは、お客様が交換できるコールドサービスコンポーネントです。

1. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

2. 必要な ESD 対策を行います。 

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

3. メインモジュールの交換する RAID 拡張モジュールを探します。

3 ページの「メインモジュールのコンポーネント」を参照してください。

4. 引き抜きレバーを持ち上げて、RAID 拡張モジュールの固定を解除します。
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5. RAID 拡張モジュールのレバー側をつかんで持ち上げます。

6. RAID 拡張モジュールを引き出してメインモジュールから取り外します。

関連情報

■ 134 ページの「RAID 拡張モジュールを取り付ける」

▼ RAID 拡張モジュールを取り付ける
1. ゴム製の押し込み部をレバー側にして、RAID 拡張モジュールをスロットの所定の

位置に合わせます。

2. RAID 拡張モジュールの一方の側をモジュールの枠のプラスチック製のへりの下に
スライドさせます。
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3. RAID 拡張モジュールのもう一方の側を下げ、ゴム製の押し込み部を押してモ
ジュールをスロットに固定します。

モジュールが完全に固定されると、レバーが自動的に下がって所定の位置に収ま
ります。

4. サーバーにメインモジュールを取り付けます。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

5. RAID 拡張モジュールの交換前に、元々システムに RAID ボリュームを設定してい
たかどうかを確認します。

■ 元々システムに RAID ボリュームを設定していなかった場合、このトピックの
他の手順を実行する必要はありません。

■ システムに RAID ボリュームを設定していた場合は、手順 6 に進み、RAID 拡
張モジュールを交換してからもう一度これらの RAID ボリュームをアクティブ
にします。

6. OBP で auto-boot を無効にし、サーバーの電源を再投入したあとに OBP 環境に
入ります。

7. Oracle Solaris OBP プロンプトで、show-devs コマンドを使用してサーバーのデ
バイスパスを一覧表示します。

また、devalias コマンドを使用して、現在のサーバー固有のデバイスパスを検出
してもかまいません。

8. select コマンドを使用して、交換した RAID 拡張モジュールを選択します。

rem には、完全デバイスパス名 (/pci@700/pci@1/pci@0/pci@0/@0 など) かエ
イリアス名 (scsi1 など) のどちらかを指定します。

ok show-devs
...
/pci@700/pci@1/pci@0/pci@0/@0
...
/pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/@0
...

ok devalias
...
scsi1 /pci@700/pci@1/pci@0/pci@0/@0
...
scsi0 /pci@400/pci@1/pci@0/pci@0/@0
...

ok select rem
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9. 接続されているすべての論理 RAID ボリュームを一覧表示して、休止状態のボ
リュームを特定します。

10. 一覧表示されたすべての RAID ボリュームが休止状態の場合は、次のコマンドを
入力してそれらのボリュームを有効にします。

ここで、inactive_volume は、アクティブになっている RAID ボリュームの名前です。 

注 – サーバーでのハードウェア RAID の構成については、『SPARC T3 シリーズサー
バー管理マニュアル』を参照してください。

関連情報

■ 133 ページの「RAID 拡張モジュールを取り外す」

ok show-volumes

ok inactive_volume activate-volume 
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サービスプロセッサの保守

これらの章では、サーバー内のサービスプロセッサの保守手順について説明してい
ます。

■ 137 ページの「障害のあるサービスプロセッサを検出する」

■ 138 ページの「サービスプロセッサを取り外す」

■ 139 ページの「サービスプロセッサを取り付ける」

■ 141 ページの「サービスプロセッサが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ 障害のあるサービスプロセッサを検出
する
サービスプロセッサの障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED

■ メインモジュールまたは背面 I/O モジュールのシステム SP 状態表示 LED

1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

2. メインモジュールまたは背面 I/O モジュールのシステム SP 状態表示 LED を
チェックし、サービスプロセッサを交換する必要があるかどうかを確認します。

189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」または 18 ページの「背
面 I/O モジュールの LED」を参照してください。サービスプロセッサを交換する
必要がある場合、SP 状態表示 LED がオレンジ色に点灯します。

3. 障害のあるサービスプロセッサを取り外します。

138 ページの「サービスプロセッサを取り外す」を参照してください。
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関連情報

■ 138 ページの「サービスプロセッサを取り外す」

■ 139 ページの「サービスプロセッサを取り付ける」

■ 141 ページの「サービスプロセッサが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ サービスプロセッサを取り外す
サービスプロセッサは、お客様が交換できるコールドサービスコンポーネントです。

1. サービスプロセッサを取り外す前に、サービスプロセッサの構成情報をバック
アップします。

ILOM プロンプトで、次のように入力します。

ここでは、次のように指定します。

■ uri に指定できる値は次のとおりです。

■ tftp

■ ftp

■ sftp

■ scp

■ http

■ https

■ target には、構成情報を格納するリモートの場所を指定します。

たとえば、次のように入力します。

2. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

3. 必要な ESD 対策を行います。 

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

4. メインモジュールのサービスプロセッサを探します。

3 ページの「メインモジュールのコンポーネント」を参照してください。

-> cd /SP/config
-> dump -destination uri target

-> dump -destination tftp://129.99.99.99/pathname
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5. サービスプロセッサの 2 か所をつかんで持ち上げ、マザーボード上のコネクタか
ら外します。

6. サービスプロセッサを持ち上げ、マザーボードから取り外します。

関連情報

■ 137 ページの「障害のあるサービスプロセッサを検出する」

■ 139 ページの「サービスプロセッサを取り付ける」

■ 141 ページの「サービスプロセッサが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ サービスプロセッサを取り付ける
1. サービスプロセッサの、爪に合わせる位置を示すステッカーの付いている側を下

にして、マザーボードのサービスプロセッサ用の爪に合わせます。
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2. サービスプロセッサのもう一方の側を下ろし、マザーボード上のコネクタに押し
込みます。

3. サーバーにメインモジュールを取り付けます。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

4. 前の手順でバックアップしたサービスプロセッサの構成情報を復元します。

ILOM プロンプトで、次のように入力します。

ここでは、次のように指定します。

■ uri に指定できる値は次のとおりです。

■ tftp

■ ftp

■ sftp

■ scp

-> cd /SP/config
-> load -source uri target
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■ http

■ https

■ target には、構成情報を格納したリモートの場所を指定します。

たとえば、次のように入力します。

5. サービスプロセッサが正常に機能しているかどうかを検査します。

141 ページの「サービスプロセッサが正常に機能しているかどうかを検査する」を
参照してください。

関連情報

■ 137 ページの「障害のあるサービスプロセッサを検出する」

■ 138 ページの「サービスプロセッサを取り外す」

■ 141 ページの「サービスプロセッサが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ サービスプロセッサが正常に機能して
いるかどうかを検査する
1. メインモジュールまたは背面 I/O モジュールの SP 状態表示 LED が緑色に点灯し

ていることを確認します。

189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」または 18 ページの「背
面 I/O モジュールの LED」を参照してください。

2. 前面と背面の保守要求 LED が点灯していないことを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

3. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで障害が解決されなかった場合は、12 ページの「診断プロ
セス」を参照してください。

■ ここまでのステップで障害が検出されなかった場合は、サービスプロセッサの
交換が正常に完了しています。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 137 ページの「障害のあるサービスプロセッサを検出する」

■ 138 ページの「サービスプロセッサを取り外す」

■ 139 ページの「サービスプロセッサを取り付ける」

-> load -source tftp://129.99.99.99/pathname
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システムバッテリの保守

次のトピックでは、サーバーのシステムバッテリの保守手順について説明します。

■ 143 ページの「システムバッテリを取り外す」

■ 145 ページの「システムバッテリを取り付ける」

▼ システムバッテリを取り外す
システムバッテリは、お客様が交換できるコールドサービスコンポーネントです。

1. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

2. メインモジュールのシステムバッテリを探します。

3 ページの「メインモジュールのコンポーネント」を参照してください。

3. バッテリの上部エッジをばねに向かって押し、バッテリを持ち上げてキャリアから
取り出します。
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関連情報

■ 145 ページの「システムバッテリを取り付ける」
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▼ システムバッテリを取り付ける
1. プラスの面 (+) が外側になるようにして、新しいシステムバッテリをメインモ

ジュールに挿入します。

2. サーバーにメインモジュールを取り付けます。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 143 ページの「システムバッテリを取り外す」
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ファンモジュールの保守

次のトピックでは、サーバーのファンモジュールの保守手順について説明します。

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

ファンモジュールの概要
サーバーが完全な稼働状態を維持するには、サーバーに 4 つ以上のファンモジュール
が取り付けられている必要があります。取り付けられて機能しているファンモジュー
ルが 4 つ未満の場合は、サーバーは稼働しません。ファンモジュールが 4 つ取り付け
られたサーバーが稼働している場合、それらの 4 つのファンモジュールのうち 1 つで
も障害が発生すると、過熱状態を防ぐためにサーバーは停止します。ファンモジュー
ルに対するホットサービスは、そのファンモジュールを取り外すと機能しているファン
モジュールの数が 4 つ未満になる場合は実行できません。

関連情報

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」
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ファンモジュール構成の参照情報

図:  ファンモジュール構成の参照情報

関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

図の説明

1 ファンモジュール 0

2 ファンモジュール 1

3 ファンモジュール 2

4 ファンモジュール 3

5 ファンモジュール 4
148 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



ファンモジュール LED

図:  ファンモジュール LED

システムによってファンモジュールの障害が検出されると、フロントパネルおよび背
面パネルの保守要求 LED も点灯します。 

ファンの障害によって温度超過状態が発生した場合には、システム温度超過 LED が
点灯し、エラーメッセージが記録されるとともに、システムコンソール上にもエラー
メッセージが表示されます。

関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

表:  ファンモジュールの状態表示 LED

番号 LED アイコン 説明

1 保守要求 
(オレンジ色)

この LED は、ファンモジュールに障害が発生
している場合にオレンジ色になります。

ファンモジュール LED がオレンジ色のときは、
システムのファン障害 LED も点灯します。 
ファンモジュールの保守 149



▼ 障害のあるファンモジュールを検出する
ファンモジュールの障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED

■ フロントパネルのシステムファン障害 LED

■ 障害が発生したファンモジュールの保守要求 LED

1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

2. フロントパネルのシステムファン障害 LED が点灯しているかどうかを確認します。

17 ページの「正面パネルのシステムコントロールおよび LED」を参照してくだ
さい。

3. サーバーの背面からファンモジュールの LED をチェックし、交換が必要なファン
モジュールを特定します。

詳細は、149 ページの「ファンモジュール LED」を参照してください。交換が必
要なファンモジュールの保守要求 LED がオレンジ色に点灯します。

4. 障害のあるプロセッサモジュールを取り外します。 

151 ページの「ファンモジュールを取り外す」を参照してください。

関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」
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▼ ファンモジュールを取り外す
ファンモジュールは、お客様が交換できるホットサービスコンポーネントです。

1. サーバーから取り外す障害のあるファンモジュールを探します。

■ サーバーのファンモジュールの場所については、6 ページの「背面コンポーネン
ト」を参照してください。

■ 障害のあるファンモジュールを特定する方法については、150 ページの「障害
のあるファンモジュールを検出する」を参照してください。

2. サーバーが稼働している状態でファンモジュールを取り外すことができるかどう
かを確認します。

サーバーが稼働している状態でファンモジュールを取り外すことができるか、
ファンモジュールを取り外す前にサーバーを停止する必要があるかを判断するに
は、147 ページの「ファンモジュールの概要」を参照してください。 

■ サーバーが稼働している状態でファンモジュールを取り外すことができる場合
は、手順 3 に進みます。

■ サーバーが稼働している状態でファンモジュールを取り外すことができない場
合は、65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してサーバーを停止
してから次に進みます。

3. ファンのレバーの中央の部分を押しながらレバーを少し下げて、ファンのラッチを
外します。

4. ファンのレバーを完全に下げてファンモジュールを引き出し、システムからファン
モジュールを取り外します。
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関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ ファンモジュールを取り付ける
1. ファンモジュールを空いているファンモジュールスロットに挿入します。
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2. カチッと音がしてラッチが固定されるまでファンのレバーを持ち上げて、ファン
モジュールをスロットに完全に固定します。

3. 必要に応じて、サーバーに電源を入れます。

ファンを取り外して新しいファンを取り付ける前にサーバーの電源を切る必要があ
る場合、201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してここでサーバーの電源を入
れます。

4. ファンモジュールが正常に機能していることを確認します。

153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」を参
照してください。

関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 153 ページの「ファンモジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ ファンモジュールが正常に機能している
かどうかを検査する
1. フロントパネルまたは背面パネルの LED が次の状態になっていることを確認し

ます。

■ 緑色のシステム OK LED － 点灯

■ オレンジ色のシステム障害 LED － 消灯

■ オレンジ色のシステムファン障害 LED － 消灯

17 ページの「正面パネルのシステムコントロールおよび LED」および 18 ページ
の「背面 I/O モジュールの LED」を参照してください。

この状態になっている場合は、引き続き手順 2 に進みます。

この状態になっていない場合は、12 ページの「診断プロセス」に記載されている
作業を行います。
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2. ILOM の show faulty コマンドを実行して障害の有無を確認します。

23 ページの「サービスプロセッサ (ILOM) へのアクセス」および 26 ページの「障
害の有無の確認 (show faulty コマンド)」を参照してください。

■ 障害が報告された場合は、12 ページの「診断プロセス」に記載されている作業を
行います。

■ 障害が報告されなかった場合は、ファンモジュールの交換が正常に完了してい
ます。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 147 ページの「ファンモジュールの概要」

■ 148 ページの「ファンモジュール構成の参照情報」

■ 149 ページの「ファンモジュール LED」

■ 150 ページの「障害のあるファンモジュールを検出する」

■ 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」

■ 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」
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Express モジュールの保守

次のトピックでは、サーバーの Express モジュールの保守手順について説明します。

■ 155 ページの「Express モジュール構成の参照情報」

■ 157 ページの「障害のある Express モジュールを検出する」

■ 158 ページの「Express モジュールを取り外す」

■ 160 ページの「Express モジュールを取り付ける」

■ 161 ページの「Express モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

Express モジュール構成の参照情報
サーバーの背面に 16 個の Express モジュールスロットがあります。Express モジュー
ルスロットには、サーバーを後ろから見て左から右の順に、0 - 15 (EM0 - EM15) の番
号が付けられています。 
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図:  Express モジュール構成の参照情報

16 個すべての Express モジュールスロットが、次の特性を持つカードをサポートして
います。

■ ホットプラグ対応 Express モジュール 

■ x8 Gen1 および x8 Gen2 Express モジュール

Express モジュールスロットは、サーバーに PCI ボックスを接続することで増設でき
ます。PCI ボックスで使用されるリンクカードは、サーバーの Express モジュールス
ロット EM2 または EM8 にのみ取り付けることができます。

図の説明

1 Express モジュールスロット 0 9 Express モジュールスロット 8

2 Express モジュールスロット 1 10 Express モジュールスロット 9

3 Express モジュールスロット 2 11 Express モジュールスロット 10

4 Express モジュールスロット 3 12 Express モジュールスロット 11

5 Express モジュールスロット 4 13 Express モジュールスロット 12

6 Express モジュールスロット 5 14 Express モジュールスロット 13

7 Express モジュールスロット 6 15 Express モジュールスロット 14

8 Express モジュールスロット 7 16 Express モジュールスロット 15
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関連情報

■ 157 ページの「障害のある Express モジュールを検出する」

■ 158 ページの「Express モジュールを取り外す」

■ 160 ページの「Express モジュールを取り付ける」

■ 161 ページの「Express モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ 障害のある Express モジュールを検出
する
Express モジュールの障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED

■ フロントパネルのシステム EM 障害 LED

■ 障害が発生した Express モジュールの保守要求 LED

1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

2. フロントパネルで、システム EM 障害 LED が点灯しているかどうかを確認します。

17 ページの「正面パネルのシステムコントロールおよび LED」を参照してくだ
さい。

3. サーバーの背面から Express モジュールの LED をチェックし、交換が必要な 
Express モジュールを特定します。

交換が必要な Express モジュールの保守要求 LED がオレンジ色に点灯します。

4. 障害のある Express モジュールを取り外します。 

158 ページの「Express モジュールを取り外す」を参照してください。

関連情報

■ 155 ページの「Express モジュール構成の参照情報」

■ 158 ページの「Express モジュールを取り外す」

■ 160 ページの「Express モジュールを取り付ける」

■ 161 ページの「Express モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」
Express モジュールの保守 157



▼ Express モジュールを取り外す
Express モジュールは、お客様が交換できるホットサービスコンポーネントです。

1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

2. サーバーの背面にある取り外す Express モジュールを探します。

■ サーバーの Express モジュールの場所については、6 ページの「背面コンポー
ネント」を参照してください。

■ 障害のある Express モジュールを特定する方法については、157 ページの「障
害のある Express モジュールを検出する」を参照してください。

3. Express モジュールの取り外しを稼働中のシステムで行うかどうかを判断します。

■ Express モジュールの取り外しを停止したシステムで行う場合は、手順 4 に進
みます。

■ Express モジュールの取り外しを稼働中のシステムで行う場合 (Express モ
ジュールのホットスワップを実行する場合) は、ソフトウェアで次の手順に
従って Express モジュールを切断します。

a. Oracle Solaris プロンプトで、cfgadm -al コマンドを入力し、Express モ
ジュールを含む、デバイスツリーのすべてのデバイスを一覧表示します。

このコマンドにより、動的に再構成できるハードウェアリソースのリストと、
それらの運行状態が表示されます。このケースでは、取り外す予定のドライブ
の状態を調べます。この情報は、Occupant カラムに一覧表示されています。 

例:

# cfgadm -al

Ap_id Type         Receptacle   Occupant     Condition
PCI-EM0 sas/hp   connected configured ok
PCI-EM1 sas/hp   connected configured ok
.
.
.
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b. cfgadm -c disconnect コマンドを使用して Express モジュールを切断し
ます。 

例:

Ap_id の部分を、取り外す Express モジュールの ID に置き換えます。

c. Express モジュールの青色の取り外し可能 LED が点灯することを確認します。

4. カードに接続されているケーブルをすべて抜きます。

ヒント – 交換カードに正しく接続できるように、ケーブルにラベルを付けてください。

5. Express モジュールのハンドルを下に引いて、カードケージからカードを外します。

6. サーバーから Express モジュールを取り外します。

関連情報

■ 155 ページの「Express モジュール構成の参照情報」

■ 157 ページの「障害のある Express モジュールを検出する」

■ 160 ページの「Express モジュールを取り付ける」

■ 161 ページの「Express モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

# cfgadm -c disconnect Ap_id
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▼ Express モジュールを取り付ける

注意 – 手順には、静電気にきわめて敏感な回路基板の処理が含まれます。必ず静電
放電 (ESD) を防止する対策を施し、回路基板への損傷を防いでください。

1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

2. Express モジュールを空いている Express モジュールスロットに挿入します。

3. Express モジュールのラッチを閉じて、カードを所定の位置に固定します。

4. 必要に応じて、Express モジュールにケーブルを再接続します。

5. Express モジュールが正常に機能していることを確認します。

161 ページの「Express モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」を
参照してください。
160 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



関連情報

■ 155 ページの「Express モジュール構成の参照情報」

■ 157 ページの「障害のある Express モジュールを検出する」

■ 158 ページの「Express モジュールを取り外す」

■ 161 ページの「Express モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ Express モジュールが正常に機能して
いるかどうかを検査する
1. Express モジュールの交換または取り付けを稼働中のシステムで行なったかどう

かを確認します。

■ Express モジュールの交換または取り付けを停止したシステムで行なった場合
は、201 ページの「サーバーの再稼働」に記載されている手順に従ってシステ
ムの電源を入れてから、手順 2 に進みます。

■ Express モジュールの交換または取り付けを稼働中のシステムで行なった場合 
(Express モジュールのホットスワップを実行した場合) は、ここで Express モ
ジュールを接続する必要があります。

a. Oracle Solaris プロンプトで、cfgadm -al コマンドを入力し、Express モ
ジュールを含む、デバイスツリーのすべてのデバイスを一覧表示します。

このコマンドは、取り付けた Express モジュールを特定するのに便利です。たと
えば、次のように入力します。

b. cfgadm -c connect コマンドを使用して Express モジュールを接続します。 

例:

Ap_id の部分を、接続する Express モジュールの ID に置き換えます。

# cfgadm -al

Ap_id Type         Receptacle   Occupant     Condition
PCI-EM0 sas/hp   connected configured ok
PCI-EM1 unknown  empty unconfigured unknown
.
.
.

# cfgadm -c connect Ap_id
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c. 取り付けた Express モジュールの青色の取り外し可能 LED が点灯しなくなっ
たことを確認します。

d. Oracle Solaris プロンプトで、cfgadm -al コマンドを入力し、デバイスツ
リーのすべてのデバイスを一覧表示します。

交換した Express モジュールが接続済みとして一覧表示されます。たとえば、
次のように入力します。

2. Express モジュールの障害 LED が点灯していないことを確認します。

3. フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED が点灯して
いないことを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

4. フロントパネルのシステム EM 障害 LED が点灯していないことを確認します。

17 ページの「正面パネルのシステムコントロールおよび LED」を参照してくだ
さい。

5. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで障害が解決されなかった場合は、12 ページの「診断プロ
セス」を参照してください。

■ ここまでのステップで障害が検出されなかった場合は、Express モジュールの
交換が正常に完了しています。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 155 ページの「Express モジュール構成の参照情報」

■ 157 ページの「障害のある Express モジュールを検出する」

■ 158 ページの「Express モジュールを取り外す」

■ 160 ページの「Express モジュールを取り付ける」

# cfgadm -al

Ap_id Type         Receptacle   Occupant     Condition
PCI-EM0 sas/hp   connected configured ok
PCI-EM1 sas/hp   connected configured ok
.
.
.
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背面 I/O モジュールの保守

次のトピックでは、サーバーの背面 I/O モジュールの保守手順について説明します。

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」

■ 166 ページの「障害のある背面 I/O モジュールを検出する」

■ 166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」

■ 167 ページの「背面 I/O モジュールを取り付ける」

■ 169 ページの「背面 I/O モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

背面 I/O モジュールの LED
背面 I/O モジュールにはいくつかの LED があります。これには、システム状態の情
報を示すものと、NET ポートや QSFP ポートのリンクの情報を示すものがあります。 

図:  背面 I/O モジュールの LED
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表:  背面パネルのコントロールおよび LED 

番号 LED アイコン 説明

1 システムロケータ LED 
およびボタン

(白色)

ロケータ LED が点灯になり、特定のシステムを識別でき
ます。点灯の場合、LED はすばやく点滅します。ロケータ 
LED を点灯にするには、次の 2 種類の方法があります。

• ILOM コマンド set /SYS/LOCATE value=
Fast_Blink の実行。

• ロケータボタンの押下。

2 システム保守要求 LED
(オレンジ色)

保守が必要であることを示しています。POST および 
ILOM の 2 つの診断ツールで、この状態の原因となった
障害または故障を検出できます。

ILOM の show faulty コマンドは、このインジケータ
が点灯する原因である障害に関する詳細を示します。

背面 I/O モジュールで障害が発生すると、背面 I/O モ
ジュールのシステム保守要求 LED も点灯します。

3 システム電源 OK LED
(緑色)

次の状態を示します。

• 消灯 － システムは正常に動作していません。システム
の電源が入っていない可能性があります。サービスプ
ロセッサは動作している場合があります。

• 常時点灯 － システムの電源が入っており、正常な動作
状態で動作しています。保守作業は必要ありません。

• 高速点滅 － システムは待機モードで動作していて、す
ぐに完全な機能に戻れます。

• ゆっくり点滅 － 正常な状態ですが、遷移的な動作が行
われています。ゆっくりした点滅は、システムの診断
が実行されているか、システムが起動中であることを
示している可能性があります。

4 サービスプロセッサ 
LED

SP 次の状態を示します。

• 消灯 － AC 電源が電源装置に接続されていない可能性
があります。

• 常時点灯 (緑色) － サービスプロセッサは正常に動作し
ています。保守作業は必要ありません。

• 点滅 (緑色) － サービスプロセッサが ILOM ファーム
ウェアを初期化しています。

• 常時点灯 (オレンジ色) － サービスプロセッサにエラー
が発生しました。保守作業が必要です。

5 システム温度超過 LED
(オレンジ色)

次の動作温度に関する状態を示しています。

• 消灯 － 通常状態を示し、保守処置は必要としません。

• 常時点灯 － 温度に関する障害イベントが確認され、
保守作業が必要であることを示しています。
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関連情報

■ 166 ページの「障害のある背面 I/O モジュールを検出する」

■ 166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」

■ 167 ページの「背面 I/O モジュールを取り付ける」

■ 169 ページの「背面 I/O モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

6 ネット管理リンク/動作
状態 (緑色)

次の状態を示します。

• 点灯または点滅 － リンクが確立されています。

• 消灯 － リンクが確立されていません。

7 ネット管理速度 (緑色) 次の状態を示します。

• 点灯または点滅 － リンクは 100 Mbps 接続で動作して
います。

• 消灯 － リンクは 10 Mbps 接続で動作しています。

8 NET リンク/動作状態 
(緑色)

次の状態を示します。

• 点滅 － リンクが確立されています。

• 消灯 － リンクが確立されていません。

9 NET 速度 (オレンジ色/
緑色)

次の状態を示します。

• 緑色で点灯 － リンクがギガビット接続 (1000 Mbps) で
動作しています。

• オレンジ色で点灯 － リンクが 100 Mbps 接続で動作し
ています。

• 消灯 － リンクが 10 Mbps 接続で動作しているか、リン
クが確立されていません。

10 QSFP リンク/動作状態 
(緑色)

次の状態を示します。

• 点滅 － リンクが確立されています。

• 消灯 － リンクが確立されていません。

表:  背面パネルのコントロールおよび LED (続き)

番号 LED アイコン 説明
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▼ 障害のある背面 I/O モジュールを検出
する
背面 I/O モジュールの障害が検出されると、背面 I/O モジュールのシステム保守要求 
LED が点灯します。

1. 背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯しているかどうかを確認し
ます。

163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」を参照してください。

2. 障害のある背面 I/O モジュールを取り外します。

166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」を参照してください。

関連情報

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」

■ 166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」

■ 167 ページの「背面 I/O モジュールを取り付ける」

■ 169 ページの「背面 I/O モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ 背面 I/O モジュールを取り外す
背面 I/O モジュールは、お客様が交換できるコールドサービスコンポーネントです。

1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

2. 障害が発生した背面 I/O モジュールを探します。

■ サーバーの背面 I/O モジュールの場所については、6 ページの「背面コンポー
ネント」を参照してください。

■ 背面 I/O モジュールで障害が発生したかどうかを確認する方法については、
166 ページの「障害のある背面 I/O モジュールを検出する」を参照してくだ
さい。

3. サーバーの電源を切ります。

65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してください。
166 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



4. 背面 I/O モジュールのポートに接続されたケーブルにラベルを付け、ポートから
ケーブルを外します。

ケーブルを交換用背面 I/O モジュールに再接続するときは、同じポートに接続し
ます。

5. 背面 I/O モジュールの取り外しレバーを、緑色のボタンを押しながら少し下げます。

6. レバーを完全に下げて背面 I/O モジュールの固定を解除し、サーバーからモジュー
ルを引き出して取り外します。

関連情報

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」

■ 166 ページの「障害のある背面 I/O モジュールを検出する」

■ 167 ページの「背面 I/O モジュールを取り付ける」

■ 169 ページの「背面 I/O モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」

▼ 背面 I/O モジュールを取り付ける
1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

2. レバーを下げた状態のまま、背面 I/O モジュールをサーバーの背面のスロットに
挿入します。
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3. 取り外しレバーをカチッと音がして固定されるまで持ち上げて、背面 I/O モジュー
ルをサーバーに完全に固定します。

4. 背面 I/O モジュールの該当するポートにケーブルを接続します。

5. サーバーに電源を入れます。

201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してください。

6. 背面 I/O モジュールが正常に機能していることを確認します。

169 ページの「背面 I/O モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」を
参照してください。

関連情報

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」

■ 166 ページの「障害のある背面 I/O モジュールを検出する」

■ 166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」

■ 169 ページの「背面 I/O モジュールが正常に機能しているかどうかを検査する」
168 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



▼ 背面 I/O モジュールが正常に機能して
いるかどうかを検査する
1. 背面 I/O モジュールのシステム保守要求 LED が点灯していないことを確認します。

163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」を参照してください。

2. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで障害が解決されなかった場合は、12 ページの「診断プロ
セス」を参照してください。

■ 手順 1 で障害が検出されなかった場合は、背面 I/O モジュールの交換が正常に
完了しています。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 163 ページの「背面 I/O モジュールの LED」

■ 166 ページの「障害のある背面 I/O モジュールを検出する」

■ 166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」

■ 167 ページの「背面 I/O モジュールを取り付ける」
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システム構成 PROM の保守

次のトピックでは、サーバーのシステム構成 PROM の保守手順について説明します。

■ 171 ページの「システム構成 PROM を取り外す」

■ 173 ページの「システム構成 PROM を取り付ける」

▼ システム構成 PROM を取り外す
システム構成 PROM は、承認保守要員だけが交換できるコールドサービスコンポー
ネントです。

この手順を開始する前に、57 ページの「安全に関する情報」に記載されている注意
事項と安全指示事項を十分に確認してください。

1. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

2. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

3. メインモジュールのシステム構成 PROM を探します。

3 ページの「メインモジュールのコンポーネント」を参照してください。
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4. システム構成 PROM をつかんで持ち上げ、メインモジュールから取り外します。

関連情報

■ 173 ページの「システム構成 PROM を取り付ける」
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▼ システム構成 PROM を取り付ける
1. システム構成 PROM をメインモジュールの正しい位置に合わせます。

2. システム構成 PROM をメインモジュールに完全に固定されるまで押し込みます。

3. サーバーにメインモジュールを挿入します。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 171 ページの「システム構成 PROM を取り外す」
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正面 I/O アセンブリの保守

次のトピックでは、サーバーの正面 I/O アセンブリの保守手順について説明します。

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリの概要」

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリを取り外す」

■ 178 ページの「正面 I/O アセンブリを取り付ける」

正面 I/O アセンブリの概要
正面 I/O アセンブリは、次のコンポーネントで構成されます。

■ 2 つの回路基板 (FIO 基板と VGA 基板)

■ FIO および VGA の回路基板をマザーボードに接続する 2 つケーブル

関連情報

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリを取り外す」

■ 178 ページの「正面 I/O アセンブリを取り付ける」

▼ 正面 I/O アセンブリを取り外す
正面 I/O アセンブリは、承認保守要員だけが交換できるコールドサービスコンポー
ネントです。

注意 – この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。この
静電放電は、サーバコンポーネントの障害の原因となる可能性があります。 
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1. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

2. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

3. メインモジュールの正面 I/O アセンブリを探します。

3 ページの「メインモジュールのコンポーネント」を参照してください。

4. 正面 I/O アセンブリをマザーボードに接続している 2 つのケーブルを探します。

図:  正面 I/O アセンブリの 2 つのケーブルの場所

図の説明

1 VGA とマザーボード間のケーブル、マザーボード側

2 FIO とマザーボード間のケーブル、マザーボード側

3 FIO とマザーボード間のケーブル、正面 I/O アセンブリ側

4 VGA とマザーボード間のケーブル、正面 I/O アセンブリ側
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5. 2 つのケーブルを外します。

a. VGA とマザーボード間のケーブルを前面 I/O アセンブリおよびマザーボードに
固定しているコネクタを持ち上げて、VGA とマザーボード間のケーブルをメ
インモジュールから取り外します。

b. FIO とマザーボード間のケーブルを前面 I/O アセンブリおよびマザーボードに
固定しているコネクタを持ち上げて、FIO とマザーボード間のケーブルをメ
インモジュールから取り外します。
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6. 正面 I/O アセンブリをマザーボードに固定している脱落防止機構付きねじを緩め
ます。

7. 正面 I/O アセンブリの前面のポートがメインモジュールの前面から離れるまで、
正面 I/O アセンブリをメインモジュールの後方に向かってゆっくりと引き出し、
正面 I/O アセンブリをメインモジュールから取り外します。

関連情報

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリの概要」

■ 178 ページの「正面 I/O アセンブリを取り付ける」

▼ 正面 I/O アセンブリを取り付ける

注意 – この手順では、静電放電に弱いコンポーネントを取り扱う必要があります。
静電放電は、コンポーネントの障害の原因となる可能性があります。

1. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。
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2. メインモジュールの所定の場所に正面 I/O アセンブリを挿入します。

■ 正面 I/O アセンブリをゆっくりとスライドさせて、メインモジュールの前面に
あるポート用の穴にポートを差し込みます。

■ 正面 I/O アセンブリの後部を押し下げて、脱落防止機構付きねじをマザーボー
ドのねじ穴に合わせます。

3. 脱落防止機構付きねじを締めて、正面 I/O アセンブリをマザーボードに固定します。

4. 2 つのケーブルを接続します。

a. FIO とマザーボード間のケーブルを前面 I/O アセンブリおよびマザーボードに
固定するコネクタを所定の位置に合わせ、両方のコネクタを押し込んで FIO と
マザーボード間のケーブルを取り付けます。

b. VGA とマザーボード間のケーブルを前面 I/O アセンブリおよびマザーボードに
固定するコネクタを所定の位置に合わせ、両方のコネクタを押し込んで VGA と
マザーボード間のケーブルを取り付けます。
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5. サーバーにメインモジュールを取り付けます。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

関連情報

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリの概要」

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリを取り外す」
180 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



ストレージバックプレーンの保守

次のトピックでは、サーバーのストレージバックプレーンの保守手順について説明し
ます。

■ 181 ページの「ストレージバックプレーンを取り外す」

■ 186 ページの「ストレージバックプレーンを取り付ける」

▼ ストレージバックプレーンを取り外す
ストレージバックプレーンは、承認保守要員だけが交換できるコールドサービスコン
ポーネントです。

1. システムの電源を切ります。

65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してください。

2. サーバーの前面から、交換するストレージバックプレーンのハードドライブをす
べて取り外します。

取り外す必要があるハードドライブは、交換するストレージバックプレーンに応
じて、ドライブ 0 – 3 またはドライブ 4 – 7 のどちらかだけです。また、ドライブを
取り外す前に、あとで元のスロットに取り付けることができるようにドライブの
場所を書き留めておいてください。115 ページの「ハードドライブを取り外す」を
参照してください。

3. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

4. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

5. 取り外すストレージバックプレーンを探します。
181



図:  ストレージバックプレーンの場所

6. 交換するストレージバックプレーンから、ストレージバックプレーンの 2 つの
ケーブルを外します。

a. データケーブルをストレージバックプレーンおよびマザーボードに固定している
コネクタを持ち上げて、データケーブルをメインモジュールから取り外します。

b. 電源ケーブルをストレージバックプレーンおよびマザーボードに固定している
コネクタを持ち上げて、電源ケーブルをメインモジュールから取り外します。

図の説明

1 ドライブ 4 – 7 のストレージバックプレーン 
(SAS_BP1)

2 ドライブ 0 – 3 のストレージバックプレーン 
(SAS_BP0)
182 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



図:  ストレージバックプレーンのケーブルの取り外し

7. 取り外すストレージバックプレーンのプラスチック製の固定パネルを持ち上げて、
ハードドライブアセンブリの上からプラスチック製のパネルを外します。

図の説明

1 データケーブル、ストレージバックプレーン側

2 電源ケーブル、ストレージバックプレーン側
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8. プラスチック製のパネルをメインモジュールの背面の方向に押し、メインモ
ジュールからそのパネルを取り外します。

9. ストレージバックプレーンの上端をメインモジュールの背面の方向に少し押し、
ストレージバックプレーンを持ち上げてメインモジュールから取り外します。
184 SPARC T3-4 サーバーサービスマニュアル • 2010 年 12 月



関連情報

■ 186 ページの「ストレージバックプレーンを取り付ける」
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▼ ストレージバックプレーンを取り付ける
1. メインモジュールにストレージバックプレーンを合わせます。 

2. ストレージバックプレーンを下げて所定の位置に合わせます。

3. プラスチック製の固定パネルを、パネルの 2 つのノッチがハードドライブアセン
ブリの 2 つの取り付け用止め金具の下に収まるように、ストレージバックプレーン
上で所定の位置までスライドさせます。
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4. 固定パネルの押し込み部を押して、ハードドライブアセンブリの上に固定します。

5. ストレージバックプレーンの 2 つのケーブルをストレージバックプレーンとマ
ザーボードに接続します。

a. データケーブルをストレージバックプレーンとマザーボードに接続します。

b. 電源ケーブルをストレージバックプレーンとマザーボードに接続します。
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図:  ストレージバックプレーンのケーブルの接続

6. サーバーにメインモジュールを挿入します。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

7. 取り外したハードドライブをメインモジュールに取り付けます。

ハードドライブを取り外すときに書き留めたメモを参照して、元のスロットに取
り付けます。117 ページの「ハードドライブを取り付ける」を参照してください。

8. システムの電源を入れます。

201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してください。

関連情報

■ 181 ページの「ストレージバックプレーンを取り外す」

図の説明

1 データケーブル、ストレージバックプレーン側

2 電源ケーブル、ストレージバックプレーン側
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メインモジュールのマザーボードの
保守

次のトピックでは、サーバーのメインモジュールのマザーボードの保守手順について
説明します。

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」

■ 190 ページの「障害のあるメインモジュールのマザーボードを検出する」

■ 191 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り外す」

■ 193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り付ける」

■ 194 ページの「メインモジュールのマザーボードが正常に機能しているかどうかを
検査する」

メインモジュールのマザーボードの LED
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関連情報

■ 190 ページの「障害のあるメインモジュールのマザーボードを検出する」

■ 191 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り外す」

■ 193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り付ける」

■ 194 ページの「メインモジュールのマザーボードが正常に機能しているかどうかを
検査する」

▼ 障害のあるメインモジュールのマザー
ボードを検出する
メインモジュールのマザーボードの障害が検出されると、次の LED が点灯します。

■ フロントパネルおよび背面 I/O モジュール上のシステム保守要求 LED

■ メインモジュールの保守要求 LED

番号 LED アイコン 説明

1 OK (緑色) メインモジュールを使用できるかどうかを示
します。

• 点灯 － サーバーが稼働しており、メインモ
ジュールの電源が入っている状態です。

• 消灯 － サーバーの電源が切れており、メイン
モジュールはスタンバイモードの状態です。

2 保守要求 
(オレンジ色)

メインモジュールのマザーボードが障害状態
であることを示します。

3 サービスプロ
セッサ LED

SP 次の状態を示します。

• 消灯 － AC 電源が電源装置に接続されてい
ない可能性があります。

• 常時点灯 (緑色) － サービスプロセッサは正
常に動作しています。保守作業は必要あり
ません。

• 点滅 (緑色) － サービスプロセッサが ILOM 
ファームウェアを初期化しています。

• 常時点灯 (オレンジ色) － サービスプロセッ
サにエラーが発生しました。保守作業が必
要です。
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1. フロントパネルまたは背面 I/O モジュールで、システム保守要求 LED が点灯して
いるかどうかを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

2. サーバーの前面からメインモジュールの LED をチェックし、メインモジュールの
マザーボードを交換する必要があるかどうかを確認します。

詳細は、189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」を参照してく
ださい。メインモジュールのマザーボードを交換する必要がある場合、メインモ
ジュールの保守要求 LED がオレンジ色に点灯します。

3. メインモジュールを取り外し、メインモジュールのマザーボードを交換します。

191 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り外す」を参照してくだ
さい。

関連情報

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」

■ 191 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り外す」

■ 193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り付ける」

■ 194 ページの「メインモジュールのマザーボードが正常に機能しているかどうかを
検査する」

▼ メインモジュールのマザーボードを取
り外す
メインモジュールのマザーボードは、承認保守要員だけが交換できるコールドサービ
スコンポーネントです。

1. サーバーからメインモジュールを取り外します。

69 ページの「メインモジュールを取り外す」を参照してください。

2. メインモジュールのコンポーネントを取り外す前に、それらの場所を書き留めます。

ハードドライブや RAID 拡張モジュールなどの一部のコンポーネントの場所はシ
ステムソフトウェアによって追跡されているため、それらのコンポーネントをメ
インモジュール内の別の場所に移動すると、コンポーネントによってはソフト
ウェアの再インストールが必要になる場合があります。メインモジュールのコン
ポーネントの場所を書き留めておき、それらのコンポーネントを新しいメインモ
ジュールでも同じ場所に取り付けることで、それらのコンポーネントに対してソ
フトウェアを再インストールする必要がなくなります。
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3. 必要な ESD 対策を行います。

68 ページの「ESD による損傷を防ぐ」を参照してください。

4. メインモジュールから次のコンポーネントを取り外します。

■ 115 ページの「ハードドライブを取り外す」

■ 133 ページの「RAID 拡張モジュールを取り外す」

■ 138 ページの「サービスプロセッサを取り外す」

■ 143 ページの「システムバッテリを取り外す」

■ 175 ページの「正面 I/O アセンブリを取り外す」

■ 181 ページの「ストレージバックプレーンを取り外す」

5. 交換用マザーボードを取り付けるときに古いマザーボードのシステム構成を保持
するかどうかを決めます。

■ 交換用マザーボードを取り付けるときに古いマザーボードのシステム構成を
保持しない場合は、193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り
付ける」に進みます。

■ 交換用マザーボードを取り付けるときに古いマザーボードのシステム構成を
保持する場合は、次の手順に従います。

a. 障害のあるマザーボードからシステム構成 PROM を取り外します。

詳細は、171 ページの「システム構成 PROM を取り外す」を参照してくださ
い。システム構成 PROM を取っておき、交換用マザーボードに取り付けます。

b. サーバーに交換用マザーボードを取り付けます。

193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り付ける」を参照して
ください。

関連情報

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」

■ 190 ページの「障害のあるメインモジュールのマザーボードを検出する」

■ 193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り付ける」

■ 194 ページの「メインモジュールのマザーボードが正常に機能しているかどうかを
検査する」
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▼ メインモジュールのマザーボードを取
り付ける
1. 古いマザーボードから交換用マザーボードにシステム構成を移行するかどうかを

決めます。

■ 古いマザーボードから交換用マザーボードにシステム構成を移行しない場合
は、手順 2 に進みます。

■ 古いマザーボードから交換用マザーボードにシステム構成を移行する場合は、
173 ページの「システム構成 PROM を取り付ける」を参照してください。

2. メインモジュールに次のコンポーネントを取り付けます。

■ 186 ページの「ストレージバックプレーンを取り付ける」

■ 178 ページの「正面 I/O アセンブリを取り付ける」

■ 145 ページの「システムバッテリを取り付ける」

■ 139 ページの「サービスプロセッサを取り付ける」

■ 134 ページの「RAID 拡張モジュールを取り付ける」

■ 117 ページの「ハードドライブを取り付ける」

コンポーネントは、古いメインモジュールから取り外したときと同じスロットに
取り付けます。このようにすると、それらのコンポーネントに対してソフトウェ
アを再インストールする必要がありません。

3. サーバーにメインモジュールを挿入します。

72 ページの「メインモジュールを取り付ける」を参照してください。

4. メインモジュールのマザーボードを確認します。

194 ページの「メインモジュールのマザーボードが正常に機能しているかどうかを
検査する」を参照してください。

関連情報

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」

■ 190 ページの「障害のあるメインモジュールのマザーボードを検出する」

■ 191 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り外す」

■ 194 ページの「メインモジュールのマザーボードが正常に機能しているかどうかを
検査する」
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▼ メインモジュールのマザーボードが正常
に機能しているかどうかを検査する
1. メインモジュールの OK LED が点灯し、障害 LED が点灯していないことを確認し

ます。

189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」を参照してください。

2. 前面と背面の保守要求 LED が点灯していないことを確認します。

16 ページの「診断 LED の解釈」を参照してください。

3. 検査結果に応じ、次に示す作業のいずれか一方を実行します。

■ ここまでのステップで障害が解決されなかった場合は、12 ページの「診断プロ
セス」を参照してください。

■ ここまでのステップで障害が検出されなかった場合は、メインモジュールのマ
ザーボードの交換が正常に完了しています。それ以上の処置は必要ありません。

関連情報

■ 189 ページの「メインモジュールのマザーボードの LED」

■ 190 ページの「障害のあるメインモジュールのマザーボードを検出する」

■ 191 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り外す」

■ 193 ページの「メインモジュールのマザーボードを取り付ける」
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背面シャーシサブアセンブリの保守

次のトピックでは、サーバーの背面シャーシサブアセンブリの保守手順について説明
します。

■ 195 ページの「背面シャーシサブアセンブリの概要」

■ 196 ページの「背面シャーシサブアセンブリを取り外す」

■ 198 ページの「背面シャーシサブアセンブリを取り付ける」

背面シャーシサブアセンブリの概要
背面シャーシサブアセンブリは、次のコンポーネントを含む 1 つの FRU です。

■ ミッドプレーン

■ Express バックプレーン

■ 配電盤

■ AC および DC のバスバー

関連情報

■ 196 ページの「背面シャーシサブアセンブリを取り外す」

■ 198 ページの「背面シャーシサブアセンブリを取り付ける」
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▼ 背面シャーシサブアセンブリを取り外す
背面シャーシサブアセンブリは、承認保守要員だけが交換できるコールドサービスコン
ポーネントです。

1. 背面シャーシサブアセンブリを交換する必要があるかどうかを確認します。

背面シャーシサブアセンブリを交換する必要があるかどうかを確認するには、
サーバーソフトウェアを使用します。詳細は、11 ページの「障害の検出と管理」を
参照してください。

2. サーバーの電源を切ります。

65 ページの「システムから電源を切断する」を参照してください。

3. サーバーの背面で、背面シャーシサブアセンブリから次のコンポーネントを取り
外します。

■ 5 つすべてのファン － 151 ページの「ファンモジュールを取り外す」を参照し
てください。

■ すべての Express モジュールまたはフィラーパネル － 158 ページの「Express 
モジュールを取り外す」を参照してください。交換用背面シャーシサブアセン
ブリで同じスロットに取り付けることができるように、それぞれの Express モ
ジュールまたはフィラーパネルのスロットを書き留めておいてください。

■ 背面 I/O モジュール － 166 ページの「背面 I/O モジュールを取り外す」を参
照してください。

これらのコンポーネントは、障害のある背面シャーシサブアセンブリを交換した
あとに交換用背面シャーシサブアセンブリに取り付けます。
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4. 背面シャーシサブアセンブリの緑色の 4 つの取り付けねじを探します。

5. プラスのねじ回しで、背面シャーシサブアセンブリをシステムに固定している 4 つ
のねじを緩めます。

6. 背面シャーシサブアセンブリをスライドさせてサーバーから引き出します。

関連情報

■ 195 ページの「背面シャーシサブアセンブリの概要」

■ 198 ページの「背面シャーシサブアセンブリを取り付ける」
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▼ 背面シャーシサブアセンブリを取り付
ける
1. 背面シャーシサブアセンブリをサーバーにスライドさせます。

2. プラスのねじ回しで緑色の 4 つのねじを締めて、背面シャーシサブアセンブリを
サーバーに固定します。

3. サーバーの背面に次のコンポーネントを取り付けます。

■ 5 つすべてのファン － 152 ページの「ファンモジュールを取り付ける」を参照
してください。

■ すべての Express モジュールまたはフィラーパネル － 160 ページの「Express 
モジュールを取り付ける」を参照してください。Express モジュールを取り付
けるときは、前の手順でカードをスロットから取り外すときに書き留めたメモを
参照して、元のスロットに取り付けるようにしてください。

■ 背面 I/O モジュール － 167 ページの「背面 I/O モジュールを取り付ける」を
参照してください。
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4. サーバーに電源を入れます。

201 ページの「サーバーの再稼働」を参照してください。

関連情報

■ 195 ページの「背面シャーシサブアセンブリの概要」

■ 196 ページの「背面シャーシサブアセンブリを取り外す」
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サーバーの再稼働

次のトピックでは、保守手順を実行したあとに、Oracle の SPARC T3-4 サーバーを稼
働状態に戻す方法について説明します。

■ 201 ページの「サーバーに電源コードを接続する」

■ 202 ページの「サーバーの電源を投入する (start /SYS コマンドを使用)」

■ 202 ページの「サーバーの電源を投入する (電源ボタンを使用)」

▼ サーバーに電源コードを接続する
● 電源装置に電源コードを再接続します。

注 – 電源コードを接続するとすぐに、スタンバイ電源が供給されます。ファームウェ
アの設定状態によっては、この時点でシステムがブートすることがあります。

関連情報

■ 202 ページの「サーバーの電源を投入する (start /SYS コマンドを使用)」

■ 202 ページの「サーバーの電源を投入する (電源ボタンを使用)」
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▼ サーバーの電源を投入する (start /SYS 
コマンドを使用)
● サービスプロセッサのプロンプトで、start /SYS と入力します。

関連情報

■ 202 ページの「サーバーの電源を投入する (電源ボタンを使用)」

▼ サーバーの電源を投入する (電源ボタンを
使用)
● フロントパネルにある電源ボタンを押してすぐに放します。 

電源ボタンの場所については、17 ページの「正面パネルのシステムコントロール
および LED」を参照してください。

関連情報

■ 202 ページの「サーバーの電源を投入する (start /SYS コマンドを使用)」

-> start /SYS
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